
文教民生委員会・分科会 会議記録 

    

１  期 日   令和元年９月17日（火） 

              午前９時27分 開会 

              午後２時51分 閉会 

２ 場 所   第２委員会室 

３ 出 席 委 員   委 員 長 竹中  理 

副委員長 上田 倫久 

委  員  青山 憲司、井上 正治、 

     上田 伴子、木谷 敏勝、 

土生田仁志、松井 正志 

４ 欠 席 委 員   なし 

５ 説 明 員   （別紙のとおり） 

６ 傍 聴 議 員   なし 

７ 事 務 局 職 員   主幹兼調査係長 木山 敦子 

８ 会議に付した事件   （別紙のとおり） 

                 

          文教民生委員長・分科会長 竹中  理㊞   
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 令和元年９月定例会 

文教民生委員会・文教民生分科会 審査日程表（案） 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（青字：委員会、赤字：分科会） 
予定 

時間 

集合 

時間 

 

９月 17 日 

（火） 

９：30～ 

 

 

第２委員会

室 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

説明・質疑 

■第 87 号議案 H30 年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

会計ごとに説明・質疑・討論・表決 

●89 号 ㉚決算：国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●91 号 ㉚決算：介護保険事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●92 号 ㉚決算：診療所事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

9:30 

～ 

11:00 

9:30 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

説明・質疑 

■第 87 号議案 H30 年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

会計ごとに説明・質疑・討論・表決 

●88 号 ㉚決算：国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●90 号 ㉚決算：後期高齢者医療事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●93 号 ㉚決算：霊苑事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

11:10 

～ 

12:00 

 

13:00 

～ 

13:40 

11:00 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化振興課 

新文化会館整備推進室 

スポーツ振興課 

説明・質疑 

■第 87 号議案 H30 年度一般会計決算認定 

  ・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

13:50 

～ 

15:20 

13:40 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

 

説明・質疑 

■第 87 号議案 H30 年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

15:30 

～ 

17:00 

15:20 

  

当局職員退席後、委

員のみで審査を行い

ます。 

討論・表決 

■第 87 号議案 H30 年度一般会計決算認定 

・所管事項にかかる歳出・歳入 

・財産調書 

 

《87 号：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《88～93 号：委員会審査意見、要望等のまとめ》 

 

 

17:10 

～ 

 

 

 

※ 第 87 号議案は、「説明、質疑」までを行い、第 88～93 号議案は、「説明、質疑、討論、表決」を

行います。終了次第、次の部に移ります（前の部は退席します。）。 
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審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（青字：委員会、赤字：分科会） 

 

９月 18 日 

（水） 

９：30～ 

 

 

第２委員会

室 

 

【地域コミュニティ振興部】 

生涯学習課 

文化振興課 

新文化会館整備推進室 

スポーツ振興課 

 

【市民生活部】 

市民課 

生活環境課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

こども教育課 

こども育成課 

個別に説明・質疑・討論・表決 

●報 15 号専８号 損害賠償の額 

●64 号 損害賠償の額 

●65 号 損害賠償の額 

●66 号 事業契約の締結 

●71 号 条例（印鑑登録及び証明） 

●72 号 条例（災害弔慰金） 

●74 号 条例（特定教育・保育施設等運営に関する基準） 

●75 号 条例（保育所・認定こども園の設置管理） 

●78 号 ○元補正：国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●79 号 ○元補正：国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●80 号 ○元補正：後期高齢者医療事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●81 号 ○元補正：介護保険事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●82 号 ○元補正：診療所事業特別会計 

・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

●83 号 ○元補正：霊苑事業特別会計 

     ・所管事項にかかる歳出・歳入、実質収支調書 

 

会計ごとに説明・質疑・討論・表決 

■第 77 号議案 R 元年度一般会計補正予算（第２号） 

■第 99 号議案 R 元年度一般会計補正予算（第３号） 

 

・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・ 

  

《報告事項について》 

・豊岡市における幼児教育・保育及び放課後児童のあり方につ

いての答申について（こども育成課） 

 

《閉会中の継続調査（審査）の申し出について》 

 

《管外視察報告書について》 

 

《77、99 号：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《報 15、64～66、71、72、74、75、78～83 号：委員会審査意見、

要望等のまとめ》 

 ※ 全部署とも午前９:30 開始で、第 99 号議案の審査終了をもって、全部署退席とします。 

なお、報告事項の関係部署については、改めて出席ください。 



 文教民生委員会・文教民生分科会次第 

 

               2019年９月17日（火）９:30 ～ 

   第２委員会室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託・分担案件の審査（別紙：議案付託表・分科会分担表） 

 

 

  ⑵ その他 

 

 

４ 閉  会 

 



  

令和元年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【文教民生委員会】 

  報告第15号 専決処分したものの報告について 

   専決第８号 損害賠償の額を定めることについて 

  第64号議案 損害賠償の額を定めることについて 

  第65号議案 損害賠償の額を定めることについて 

  第66号議案 事業契約の締結について 

  第71号議案 豊岡市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

  第72号議案 豊岡市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

  第74号議案 豊岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例等の一部を改正する条例制定について 

  第75号議案 豊岡市立保育所の設置及び管理に関する条例及び豊岡市立認定こど

も園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て 

  第78号議案 令和元年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第２号） 

  第79号議案 令和元年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第１号） 

  第80号議案 令和元年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

  第81号議案 令和元年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

  第82号議案 令和元年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第１号） 

  第83号議案 令和元年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第１号） 

  第88号議案 平成30年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出

決算の認定について 

  第89号議案 平成30年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）歳入歳出

決算の認定について 

  第90号議案 平成30年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

  第91号議案 平成30年度豊岡市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て 

  第92号議案 平成30年度豊岡市診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

  第93号議案 平成30年度豊岡市霊苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 

 



  

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【文教民生分科会】 

  第77号議案 令和元年度豊岡市一般会計補正予算（第２号） 

  第87号議案 平成30年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 

  第99号議案 令和元年度豊岡市一般会計補正予算（第３号） 



【委　　員】

８名

【当　　局】2019.09.17：出席者は着色をしています。

８名 ８名

10名

11名

【事 務 局】

合計46名

堂垣　真弓

冨岡　　隆

市民生活部長

市民課長

今井　謙二

定元　秀之

谷岡　慎一

船野　恵子

木下　直樹

柏木　敏高

川口　雅浩

こども育成課長

橋本　明宏

永井　義久

宇川　義和

氏　名

氏　名職   名

松　井　正　志

2019.09.17

日高振興局 市民福祉課長 前野　郁子

新文化会館整備推進室長

氏　名

副 委 員 長

生活環境課長

城崎振興局 市民福祉課長 土岐　浩司

文化振興課長

大岸　和義

文化振興課参事

上田　健治 生涯学習課参事

委　　　員

職   名 氏　名

職　 名 氏　　　　名

山本加奈美

健康増進課参事 三上　尚美

村尾　恵美健康増進課参事

飯塚　智士

大谷　康弘教育総務課参事

大谷　賢司

山根　哲也

宮本　和幸健康増進課長

高年介護課参事

高年介護課長 惠後原孝一

川端美由紀

健康増進課参事 浅田　英稔

議会事務局主幹兼調査係長

氏　名

木山　敦子

職   名

小川　一昭

竹野振興局 市民福祉課長

地域コミュニティ振興部参事

地域コミュニティ振興部長

生涯学習課長

社会福祉課参事

桑井　弘之

櫻田　　務

幸木　孝雄

こども教育課長

こども育成課参事

こども育成課参事

但東振興局 市民福祉課長

職   名

米田　紀子

社会福祉課長

こども育成課参事

健康福祉部長

職   名

出石振興局 市民福祉課長

竹　中　　　理

上　田　倫　久

青　山　憲　司

木　谷　敏　勝

土生田　仁　志委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　員　長

委　　　員

委　　　員

井　上　正　治

上　田　伴　子

原田　政彦

武田　満之

こども教育課参事

小野　弘順

スポーツ振興課長 池内　章彦

教育総務課参事

教育総務課長

久保川伸幸

社会福祉課参事

教育次長

教育総務課参事

文教 民生委 員会 名簿



 1 

午前９時２７分 委員会開会 

○委員長（竹中  理） それでは、おはようござい

ます。 

 定刻より少し早いですけれども、皆さん、お集ま

りいただきましたので、ただいまから文教民生委員

会を開会をいたします。 

 本日とそれからあすと委員会または分科会のほ

うでお世話になります。スムーズな運営のほうご協

力よろしくお願いをいたします。 

 それでは、早速ですけれども、入りたいと思いま

す。 

 一般会計に関する予算及び決算関係議案につき

ましては、予算決算委員会に付託されまして、当委

員会は文教民生分科会ということで、担当部分の審

査を分担をいたします。したがいまして、議事の進

行上、委員会と分科会を適宜切りかえて行いますの

で、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 それでは、３の協議事項、これより協議事項１番、

付託・分担案件の審査に入りますが、まず、きょう

とあすの審査日程について確認をしたいと思いま

す。お手元のこの赤と青の分担表、あっ、そっちの

ほうはないんだ。分担表をごらんをいただきたいと

思います。各議案等の審査につきましては、お手元

に配付しております議案付託書、分科会分担表のと

おりです。 

 本日は、議案審査の順番を入れかえて、予算決算

委員会付託議案に係る当分科会に分担された第８

７号議案、平成３０年度豊岡市一般会計歳入歳出決

算の認定についての説明、質疑を一括して部署ごと

に行います。その後、委員会付託された第８８号議

案、青字のところ、８８号議案から９３号議案まで

の説明、質疑、討論、表決を行います。続いて、委

員会のみで第８７号議案の討論、表決を行い、分科

会審査意見、要望等の取りまとめ及び第８８号議案

から第９３号議案までの委員会審査意見、要望の取

りまとめを行います。 

 あすの１８日、２枚目ですけども、１８日は委員

会付託されたその他の議案の説明、質疑、討論、表

決を行い、その後、予算決算委員会から当分科会に

分担された第７７号議案及び第９９号議案、令和元

年度豊岡市一般会計補正予算についての説明、質疑、

討論、表決を行います。続いて、委員のみで分科会

審査意見、要望の取りまとめ及び委員会審査意見、

要望の取りまとめを行っていきます。 

 議案審査の順序につきましては、以下のとおりと

することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 異議なしと認め、そのよう

に決定をいたしました。 

 なお、本日お集まりいただいております当局出席

者についてでありますけれども、別紙の審査日程表

に合わせて、各部署順番に入れかえて出席していた

だくよう要請しておりますので、ご了承願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔

明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協

力をお願いをいたします。 

 それでは、ここで委員会を暫時休憩をいたします。 

午前９時３３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時３３分 分科会開会 

○分科会長（竹中  理） ただいまより文教民生分

科会を開会いたします。 

 それでは、まず初めに、第８７号議案、平成３０

年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について、

健康福祉部所管分を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。一般会計については、歳出、続いて所

管に係る歳入、財産調書の順で、また、特別会計に

つきましては、歳出、続いて所管に係る歳入、実質

収支調書の順でお願いをいたします。 

 なお、審査時間に限りがありますので、所管事項

を逐一説明するのではなく、新規事業や平年と比較

して変化の著しい事業等を抜粋して説明を願いま

す。 

 説明に当たっては、資料のページ番号とそれから

発言の最初に課名と名字をお願いをいたします。 

 質疑は説明が終わった後に一括して行います。 
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 それでは、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定について、組織順に説明

を願います。 

○社会福祉課長（原田 政彦） まず、社会福祉課分

について説明をさせていただきます。 

 それでは、１０３ページをお開きください。１０

３ページ、１枠目でございます。財産管理費の修繕

料の設置工事費フェンス等１，５８９万７，３２０

円のうち、社会福祉課分につきましては、２９５万

５，９６０円についてでございます。これにつきま

しては、社会福祉法人とよおか福祉会に貸し付けを

しております市内若松町にあります障害者福祉施

設、郷・とーぷといいますが、こちらの私有地にあ

るコンクリートブロック塀１１７．５メートルにつ

きまして、建築基準法を満たしておらず、一部亀裂

や破損が見られるため撤去したものであります。真

鍋建設が施工したものでございます。 

 続きまして、１８１ページをごらんください。１

８１ページの１行目、よろしいでしょうか。業務委

託料福祉総合システム改修業務の１，０４５万２，

０００円についてでございます。これは既存の障害

者福祉システムウィンドウズＯＳのサポート終了

に伴いまして、障害者福祉システムウィンドウズＯ

Ｓのアップグレード業務、それから障害者総合支援

法等、児童福祉法の一部改正に伴いますシステムの

改修業務と、それから障害者福祉システム及び児童

扶養手当システムの新元号に対応するための改修

業務としてそれぞれ扶桑電通に業務委託したもの

でございます。 

 続きまして、１８３ページをお願いいたします。

１８３ページの真ん中あたり、身体障害者福祉事業

費の消耗品費１８万９，３１６円のうち、主なもの

についてご説明をいたします。 

 平成２８年に施行されました障害者差別解消法

における合理的配慮としまして、障害のある方が来

庁された際に、円滑に対応できるように、各振興局

やその他公の施設、これは図書館とか市民プラザ、

植村直己冒険館などでございますが、こちらのほう

に窓口配置用として購入した筆談ボード８６台分

と、それから社会福祉課のほうに設置しまして手話

通訳者用の電話ヘッドセット１台分として１５万

１，０８０円を支出したものでございます。筆談ボ

ードにつきましては、１台当たりの単価は１，６５

０円、それから通訳者用の電話ヘッドセットにつき

ましては、１台が９，１０８円となっております。 

 続きまして、その下のほうの庁用備品でございま

す。庁用備品１４万４，７０４円についてでござい

ます。これは各振興局や市民会館などに配置するた

めに購入した車椅子８台分の費用として１１万３，

６００円を執行したものでございます。 

 続きまして、１８５ページ、真ん中あたりをお願

いいたします。１８５ページ、真ん中あたりの北但

広域療育センターの管理費のうち、新規分として消

耗品費７万９２円と修繕料の２０万４，８７６円に

ついてでございます。消耗品費につきましては、消

火器が期限切れとなっていたために、１１本の消火

器の取りかえに要した経費です。修繕料につきまし

ては、非常用照明の作動不良により、非常用照明装

置のバッテリー１３カ所の交換等に要した経費で

ございます。 

 続きまして、１９３ページをお願いいたします。

１９３ページ、下から４つ目あたりのところでござ

います。立野庁舎管理費のうちの機器借り上げ料１

１９万２，３２０円についてでございます。これは

立野庁舎のデジタル電話の交換機のリース更新に

伴いまして、５年６０回のリース契約を行い、平成

３０年の１０月から月額１９万８，７２０円のリー

ス料の支払いを行ったものでございます。 

 続きまして、１９５ページをごらんください。こ

の１９５ページから次の１９６ページにかけまし

ては、豊岡市内のほうに７カ所あります健康福祉セ

ンターの修繕料や補修工事費について、主なものに

ついて説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、上から５行目の豊岡健康福祉センター管理

費の修繕料でございます。この主なものとしまして

は、敷設給水管の漏水復旧のために城崎設備に９９

万３，６００円を支出したものでございます。また、

誘導灯設備の修繕ということで、バッテリーとかラ
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ンプの交換でございますが、こちらの修繕に田中消

防に３７万４，８０３円を支出したものでございま

す。 

 続きまして、その下の日高健康福祉センターでご

ざいます。日高健康福祉センター、真ん中より下の

ほうですが、管理費の修繕料についてでございます。

主なものとしまして、まず１つ目が高圧受電設備改

修工事としまして一幡電気に８３万１，６００円を

支出しております。それから２つ目としまして、空

調機の制御盤が故障したため、制御盤の部品交換修

繕としまして、高山設備のほうに２０万９，５２０

円を支出したものでございます。 

 続きまして、下から３行目、日高東部健康福祉セ

ンター管理費の修繕料２６９万７，８４０円につい

てでございます。この主なものとしましては、給水

ポンプの制御盤にあるインバーターが故障寸前の

状態であったため、三世商事に取りかえ修繕を５４

万円で実施したものでございます。また、循環ポン

プ２基の交換のために同じく三世商事に４１万４

００円を支出しております。さらに経年劣化による

ろ過材の交換のため、須賀工業に１０８万円を支出

したものでございます。 

 続きまして、１９７ページ、次のページです。上

から１行目と８行目の日高東部健康福祉センター

管理費のうちの設計監理委託料４３万２，０００円

と空調機器の補修工事費９２４万４８０円につい

てでございます。これはスタジオレッスンの空調機

の４台とリラックスルームの空調機１台、それから

事務室の空調機１台の合計６台の空調機が故障し

たために、百合川設備設計事務所に設計監理委託料

として、また白菱電気に補修工事費としてそれぞれ

支出をしたものでございます。 

 その下の出石健康福祉センター管理費のうち、設

計監理委託料４５万９，０００円と空調機器補修工

事費の４８７万８００円についてでございます。空

調機器４系統ございますが、この４系統のうちの１

系統が故障したために、片岡設備設計事務所に設計

監理委託料として支出をし、また、清水電気店に補

修工事費としてこの金額を支出したものでござい

ます。 

 それから、真ん中から少し下のほうの但東健康福

祉センター管理費の補修工事費３４７万２，２００

円についてでございます。これは７月豪雨の影響に

よりまして、玄関入った受付付近の屋根からの雨漏

りに起因して、天井の一部が落下したために、マル

昭建設に天井の修繕と屋上屋根の防水改修工事を

行ったものでございます。 

 以上が健康福祉センターに関する説明でござい

ます。 

 続きまして、１９９ページの真ん中あたりより少

し上でございます。障害者（児）自立支援給付事業

費のうちの下から４つ目ぐらいのグループホーム

新規開設サポート事業費の補助金３４万円につい

てでございます。これは株式会社ベンリーが市内の

山本にグループホームを整備するに当たりまして、

要綱に基づいて利用者が共同で使用する開設時の

備品、洗濯機とか電子レンジとか食器乾燥機などな

どでございますが、こういったものや礼金や仲介手

数料などの住居の借り上げ等の初期経費を助成し

たものでございます。なお、県補助として２分の１

の補助がございました。 

 それから、その下の障害福祉サービス費１７億６

３６万７，１７９円についてでございます。この費

用につきましては、居宅介護とか生活介護、共同生

活援助、それから施設入所支援とか就労継続Ａ型、

Ｂ型などの障害福祉サービス費の利用に係ります

介護給付であるとか障害児通所施設の給付費でご

ざいます。このサービス費の給付者数は年々増加し

ておりまして、サービス費は前年度比で５．８ポイ

ント、１，０００万円ほど増加してるような状況で

ございます。 

 続きまして、２２５ページをお願いいたします。

２２５ページの真ん中あたりより少し上のところ

です。生活保護適正実施推進事業費のうちの生活保

護システム改修業務２４１万５６０円についてで

す。これはまず１つ目としまして、国が実施します

被保護者調査の集計項目の追加及び改元に対応す

るために扶桑電通に７９万５６０円でシステム改
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修をしたものでございます。２つ目としましては、 

平成３０年の１０月からの生活保護基準額等の見

直しに伴いまして、扶桑電通に１６２万円で生活保

護のシステム改修を行ったものでございます。なお、

こちらについても国庫補助率は２分の１でござい

ます。 

 以上が歳出でございます。 

 それから、歳入につきましては、各種事業に係り

ます国県負担金であるとか国庫補助金が主なもの

でございまして、昨年度と大きく変わっておりませ

んので、説明のほうは省略をさせていただきたいと

思います。 

 続きまして、財産に関する調書のほうでございま

す。 

 ６０４ページをお願いいたします。６０４ページ、

こちらが行政財産の土地に関する調書で、次の６０

６ページのほうが建物についての説明でございま

す。あわせて説明をさせていただきます。 

 まず、６０４ページのほうの真ん中あたりに公営

住宅という欄があります。公営住宅、但東にありま

す久畑二ノ宮住宅特公賃の土地２，０８９平方メー

トルの土地とその上にあります、６０６ページにな

りますけども、公営住宅ということで５０４．５０

平方メートルにつきましては、これは普通財産とし

て社会福祉課へ所管がえをされたものでございま

す。この住宅は特定公共賃貸住宅として建築住宅課

が管理をした物件でございまして、長年入居者がい

ないために目的外利用として障害者のグループホ

ームとしてＮＰＯ法人セルフサポートいずしとい

うところに平成２５年の４月から貸し付けがなさ

れていたものでございます。それで、建築住宅にお

きましては、この特定公共賃貸住宅を平成２９年度

末で用途廃止することになりました。それに伴って

平成３０年度からは普通財産として引き続き障害

者のグループホームとしてＮＰＯ法人セルフサポ

ートいずしに貸し付けをしているものでございま

す。 

 社会福祉課のほうからは以上でございます。 

○分科会長（竹中  理） どうぞ。 

○高年介護課参事（武田 満之） 高年介護課の所管

事業に係ります歳出歳入、各種調書につきまして説

明のほうさせていただきます。 

 新規事業及び前年度から大きく変更のあった事

業を中心に説明のほうさせていただきたいと思い

ます。 

 まず、歳出です。決算書の１９９ページをごらん

ください。一番最上段の部分です。但東健康増進セ

ンターの管理費の関係でございます。平成３０年度

につきましては、指定管理料などの通常の運営管理

に必要な経費のほかに屋内運動広場の水銀灯の照

明１６基をＬＥＤに取りかえるための設計業務委

託料４３万２，０００円と補修工事費４１５万８，

０００円のほうを支出しております。 

 ２０７ページをごらんください。２０７ページ中

段より少し下をごらんください。老人福祉事業費で

ございます。平成２９年度まで、前年度までは敬老

会開催事業費としまして、行政区、老人福祉施設な

どで開催されました敬老会に対しまして、７５歳上

の高齢者１人につきまして１，５００円を補助して

おりました。平成３０年度からは、この廃止した補

助金を地域のつながりを強化し、高齢者の孤立化や

閉じこもりによる心身機能の低下を防ぐため、ひと

り暮らし高齢者等安全見守り活動、玄さん元気教室

の奨励金、ふれあいいきいきサロン補助金の高齢者

福祉３事業につきまして活用しております。ふれあ

いいきいきサロンにつきましては、子供から大人、

高齢者まで地域の住民が交流し、つながり、見守り

や支え合いが促進されることを目的としてるもの

であり、サロンを実施する行政区、コミュニティに

運営費用を助成するものでございます。社会福祉法

人豊岡市社会福祉協議会が平成１８年度から助成

や運営の相談を行っておりました。豊岡市社会福祉

協議会での補助はこれまでサロンの開設から６年

間までとなっており、７年目以降は補助が受けられ

ませんでした。市としまして、７年目以降の行政区

やコミュニティ組織の実施に係る助成分を豊岡市

社会福祉協議会に補助することよりまして、住民が

集える場を継続してつくっていただけるようにい
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たしました。市補助金の交付内容としまして、７年

目以降の区が１１０区ありました。地域コミュニテ

ィ２３団体、合わせて３１２万円の支出を行ってお

ります。高齢者安心見守り活動奨励金につきまして

は、区内に住みます７５歳以上の高齢者の人数によ

り奨励金金額を５つの段階に分けて交付しており

ます。市内の全区３５９区のうちの８５．５％に当

たります３０７区で実施され、９７４万５，０００

円の奨励金を交付いたしております。 

 その下、定期巡回・随時対応サービス事業者参入

促進事業費についてです。定期巡回・随時対応サー

ビスは、住みなれた地域で２４時間安心して暮らす

ために必要なサービスですが、なかなか事業者の参

入が進んでいないことから、県が事業者の参入を促

進するために創設した補助であり、市も事業費の２

分の１を随伴補助ということで補助することにな

っております。定期巡回・随時対応サービスは日中、

夜間を通じて訪問介護と訪問看護が一体的に、また

密接に連携しながら実施されるものであり、一番大

きな特徴は電話によるオペレーター相談があるこ

とで、利用者や家族に大きな安心を与えております。

補助は人件費に係る費用の一部を助成するもので

あり、一定の利用者が確保でき、運営が安定するま

での期間、３年間なんですけども、支援するもので、

平成３０年度は１７５万円を支出しております。事

業者につきましては、社会福祉法人兵庫県社会福祉

事業団であり、豊岡市日高町祢布に設置しておりま

す９月１日から事業開始しましたラウンド・ケア・

サービスことぶきを運営しております。 

 ２０９ページをごらんください。備考欄の一番上

の長寿園管理費です。これにつきまして、玄関前ス

ロープの段差解消、側溝の交換等の補修工事の経費

として修繕料を１２４万２，０００円と、あと空調

設備の改修に伴う経費として設計監理の３９万９，

６００円と補修工事費６６３万１２０円を支出し

ております。 

 そして、ページの中ほどです。民間老人福祉施設

助成事業費補助金８７９万２，０００円は、定期巡

回・随時対応型訪問介護看護開設準備事業に対する

補助金であり、社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団

に交付しております。これも先ほど説明しましたよ

うに、ラウンド・ケア・サービスことぶきの事業開

設に伴う補助であり、事業所の開設前の人件費、職

員研修、備品購入に充てられております。 

 歳入です。４５ページをごらんください。４５ペ

ージの備考欄の上から６行目をごらんください。先

ほど説明しました定期巡回・随時対応サービス事業

所に関する県補助金について、地域介護拠点整備補

助金として開設準備事業経費に当たる全額８７９

万２，０００円を受け入れております。また、事業

参入に係る事業費１７５万円の２分の１に当たる

８７万５，０００円のほう、県のほうから受け入れ

ております。 

 ７７ページをごらんください。７７ページの上か

ら３分の２あたりに社会福祉施設の整備事業債と

いうことで４５０万円計上されておりますが、これ

は歳出で説明しましたように、但東の健康増進施設

の屋内運動場のＬＥＤ照明の取りかえ工事に係る

費用として、設計と工事費合わせて４５９万円支出

してるんですけれども、それに対する事業費に対し

まして４５０万円が充てられているものでござい

ます。 

 次、財産調書の分です。６１４ページをごらんく

ださい。出資による権利ですが、前年までと変更あ

りません。１０番目あたりの北但社会福祉事業会へ

の出資金６５万５，０００円、そこからまた１０番

目に下おりていただきまして、兵庫県生きがい創造

協会の出捐金１８万円、また一番下の北但社会福祉

事業会の出捐金ということで７６６万４，０００円

のほうが上がっております。これについては変更は

ございません。 

 高年介護課からは以上でございます。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） それでは、決算書１

０９ページをお願いします。１０９ページ、ハート

リーフ関係になります。一番下から６行上です。出

会いにつながる情報発信事業ということで、ＳＮＳ

を使用した情報発信なんですけども、約２１０万円
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の減となっております。これは動画の本数をちょっ

と減らした関係で減ってきています。 

 次に、その２行下、子育てママの活躍機会促進事

業ということです。これは新規の事業でありまして、

ＮＰＯ法人ママの働き方応援隊にお願いしまして、

赤ちゃん先生クラスを９カ所で開催しております。

それとイベントのスタッフに出務してもらったも

のでございます。 

 次に、一番下の子育て広場ですけども、これの整

備につきましては、平成３０年度で終了しておりま

す。 

 次に、２０７ページをお願いします。備考欄の一

番下から８行上になります。玄さん元気教室の奨励

金であります４９３万５，０００円、これについて

は１６８団体に交付しております。 

 次に、２２９ページをお願いします。大きな１つ

目の枠から８行目です。総合健康ゾーンの健康増進

施設管理費の光熱水費になりますけども、２９年度

と比較しまして約４７６万円減少しております。こ

れの主な要因としましては、途中で電気の供給会社

の変更がありましたので、それに伴うものと全施設

の蛇口に節水バルブを導入して、それによる減少と

いうことになります。 

 次に、２３１ページをお願いします。上から９行

目、すこやか市民健診の業務委託料ですけども、２

９年度と比べまして約９９０万円の増となってい

ます。これについては、主な要因としては胃がん検

診、これの処理なんですが、アナログからデジタル

処理に変更になりました。これに伴う委託料が増加

したものです。 

 次に、２３３ページをお願いいたします。上ら４

行目、それから５行目、産後ケア業務、それから産

前産後サポーター派遣業務、これについては２９年

度と比較しまして約７８万円増加しております。た

だ、２９年度が１０月からのスタートということで

６カ月間ですので、この増加ということになります。

今後も一層の利用に向けて周知は取り組んでいき

たいなと考えております。 

 そこから１０行下、新生児聴覚の検査費用の助成

金、検査費助成金ですけども、３０年６月から実施

した制度でございます。３０年度は２６１件助成し

ております。 

 そこから５行下、歩いて暮らすまちづくり推進事

業費の報償金ですけども、２９年度と比較しまして

約１００万円ふえております。これは運動健康ポイ

ント、この制度のリニューアルを行ったことに伴っ

ております。 

 次に、そこから１０行下、歩数集計アプリシステ

ム導入ということです。とよおか歩子の導入の費用

になります。 

 次に、２４１ページをお願いします。上から３行

目、公立豊岡病院組合の負担金ですけども、２９年

度と比較しますと約６，０９０万円の増。この主な

要因としては、繰り出し基準にあります建設改良費

の企業債元利償還分等の基準の増加によるもので

ございます。 

 次に、そこから８行下になります。診療所の管理

費ですけども、２９年度と比較すると約６，４１０

万円の増となっております。この要因は但東歯科診

療所の整備、それから旧診療所の解体に伴うもので

ございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続きまして、歳入の主なものということで、３５

ページをお願いします。上から８行目です。養育医

療事業費負担金ですけども、未熟児養育医療給付制

度に対する国の負担ということで、補助率は対象経

費の２分の１となっています。 

 次に、３７ページをお願いします。真ん中あたり

になりますけども、がん検診推進事業費補助金、そ

れから３つ下の利用者支援事業費補助金まで、この

間、全て健康増進課分になってまして、それぞれ国

の補助率につきましては２分の１、２分の１、３分

の１、３分の１となっております。 

 次に、４１ページをお願いします。下から３行目

になりますけども、養育医療事業費負担金ですけど

も、未熟児養育医療給付制度に対する今度は県の負

担ということで、補助対象経費の４分の１となって

おります。 
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 次に、４５ページをお願いします。下から大きな

枠の３つ目ですね、下から３つ目の枠で健康増進事

業費補助金から利用者支援事業費補助金まで、この

間、全て健康増進課分になっております。補助率で

すけども、３分の２、２分の１、３分の１、２分の

１、２分の１となっております。 

 次に、６１ページをお願いします。真ん中あたり

です。地域振興基金繰入金があります。このうち結

婚、子育て促進事業費に７００万円、それから母子

保健事業費に５００万円、公立豊岡病院組合負担金

に１，０００万円が充当されています。 

 次に、７３ページをお願いします。真ん中あたり

に兵庫県の後期高齢者医療広域連合補助金があり

ます。後期高齢者の健診事業に係る国庫補助分や広

域連合からの補助金となっております。 

 次に、７７ページをお願いします。下から３つ目

の枠になります。保健施設整備費事業債ですけども、

但東歯科診療所と合橋診療所の医療機器購入に伴

う過疎債となっております。 

 次に、財産関係ですが、６１０ページをお願いし

ます。６１０ページの一番下のほう、上からいった

ら５行目になりますが、それ以降、但東歯科診療所

関係で旧医師住宅等を取り壊しをしております。 

 説明は以上であります。 

○分科会長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 それでは、質疑、意見等を受けたいと思います。

質疑、意見等はありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） じゃあ、気のついたところか

ら、２２９ページ、今説明ありました総合健康ゾー

ンの健康増進施設の管理なんですけども、これは今、

コナミとの契約で運営をしてもらってるんですけ

ども、たしか、あそこですね。（「会社としてはコ

ナミ１社ではなく合同のＳＰＩの会社になる」と呼

ぶ者あり）はい、済みません、その部分で契約され

て相当な期間になると思うんですけども、次期の契

約更改の動向について、今の会社との状況ですね、

運営の状況、いつもこの委員会にも出してもらって

るのは会員数ですとか利用者数の経過だとか、そう

いった資料があればいただきたいのと、今の契約更

改に当たって今どういう運営状況になってるのか、

健全な運営になってるのかどうか、そのあたりのこ

ともちょっとあわせてお知らせをいただきたいと

思います。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 今の資料につきまし

ては、ちょっと手元にございませんが、また整えて

提出したいと思います。 

 経営状態としては非常に良好ということで、ただ、

今後どうするかっていうのは期限が来ますので、ち

ょっとまだ正式というか、どうするっていうのは決

めてませんが、今後検討していく必要があるのかな

と思っております。 

○分科会長（竹中  理） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 契約の期限はいつごろまでで

した。 

○分科会長（竹中  理） どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 平成でいったら３６

なんですが、あと６、２０１６年ですね、２０１６

年度。（「１５年」と呼ぶ者あり）ああ。 

○委員（青山 憲司） １５年、３６年なったらここ

ら辺だから２０２４年。 

○健康増進課長（宮本 和幸） あっ、２０３６、あ

っ、ごめんなさい、２０３６年、はい、です。 

○委員（青山 憲司） えっ、２０３６年。（「平成

３６年です」と呼ぶ者あり）だから２０２４年。２

５年か。はいはい、わかりました。まだ先ですね、

少し。結構です。 

○分科会長（竹中  理） いいですか。 

○委員（青山 憲司） いえ。 

○分科会長（竹中  理） はい、続けて。 

○委員（青山 憲司） 続けて。 

○分科会長（竹中  理） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 先ほど説明いただきましたこ

れも豊岡病院の負担金の関係なんですけども、企業

債元利償還分の増ということで６，０９０万円の増

加というふうに説明あったんですけど、豊岡病院の

負担金の繰り出し基準がどうなってるのか、最近今
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のこういった一部事務組合だとかの負担金だとか

繰出金が多いというふうに言われてて、市長のほう

も繰出金の抑制に取り組む必要があるというふう

なことを言っておられたんですけども、繰り出し基

準はどういった状況になっているのか、そこんとこ

ろを教えてもらえませんか。書いたものがあればそ

れをちょっといただきたいんですけども。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 繰り出し基準の中身

ということでよろしいでしょうか。 

○委員（青山 憲司） 中身、例えばどういった内容

になっているのか、繰り出しの基準が。 

○分科会長（竹中  理） どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 読み上げると１４項

目ぐらいありますので。 

○委員（青山 憲司） それまた後で。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 資料として、はい、

提出させてもらいます。 

○委員（青山 憲司） 主なところ、例えば豊岡病院

がどういうんですか、こういったものに使ったとい

うことで、それをどんどん出していくのかどうかね、

その基準や限度について、何かそういった明記した

もんがあるのかどうかですね。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 一応基準として地財

単価を使うものが主ですので、それが限度というこ

とになろうかと思います。 

 今、建設改良費については、これは使ったものと

いうことになりますので限度はないといえばない

んですが、それ以外に不採算地区の運営経費だとか、

あと前回大きかったのは緊急医療の経費関係の地

財単価があります。あとそうですね、あと高度医療

経費といって医療機器に関するもの、これは向こう

が、豊病さんが使われたものが大もとになっており

ますので、そのあたりをまとめた資料がございます

ので、また提出したいと思います。 

○委員（青山 憲司） よろしくお願いします。 

 よろしいです。 

○分科会長（竹中  理） いいですか。 

 ほかに何かありますか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） １０９ページの子育て広場、

平成３０年度で終了ということでしたが、これは各

地域振興局のところにされたんでしたですね。今利

用状況なんかの把握をしてどういったらどんな感

じかなっていうとこら辺も含めてお願いします。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 申しわけございませ

んが、利用状況等、何人が利用されてっていう。 

○委員（上田 伴子） 雰囲気だけで。 

○健康増進課長（宮本 和幸） ああ、雰囲気。ごめ

んなさい、ちょっとそこも私は把握しておりません。

申しわけないです。 

○分科会長（竹中  理） 何かあります。 

 久保川部長。 

○健康福祉部長（久保川伸幸） 施設としては、豊岡

はここですし、それから城崎はちょっと町なかのほ

う、振興局のところではないです。日高もちょっと

隣みたいなところで別のところにあります。あとは

基本、振興局。比較的そこにご用があって来られた

方は子供さん連れで使っておられる部分もあるか

なと思いますが、ちょっと離れたところというので

日高あたりは別の場所でもありますので、少し様子

がわかりにくいなと思ってます。城崎は逆に観光客

の方がたくさん入っておられて、ちょっと芝の管理

っていうか、困るなというぐらいな状況であったり

というふうなことで、少し苦労する部分もあります

が、そこそこの使われ方。豊岡が一番やっぱりシン

プルに使われているなという感想です。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） あと２点、２０７ページの老

人福祉事業費のところですが、３事業に移行したん

ですけども、以前聞いたかもわからないけど、敬老

会の補助金としては１人１，５００円で幾らだった

んかなというとこら辺聞かせてほしいのと、それか

らあと２３３ページで、新しく新生児の聴覚検査が

始まったんですけれども、２６１件ということでは

ありましたが、これはほとんど生まれたらすぐそこ



 9 

でされるんか、この制度が始まってすぐに３カ月以

内だったら来てされてたんかっていうとこら辺も

あるんですけど、どんな感じだったんだろうかなと

いうとこら辺、２点お願いします。 

○分科会長（竹中  理） 武田参事。 

○高年介護課参事（武田 満之） 高齢者福祉３事業

というか敬老事業の開催事業の関係なんですけど

も、平成２９年度につきましては、事業費のほうが

２，０９０万１，２７４円ということで、このとき

は３２０地区の方ですね、全区の８９％に当たる３

２０地区で敬老会のほう実施されまして、そういう

ような２，０９０万円ばかりの支出を行っておりま

す。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 新生児聴覚の関係な

んですけども、クーポンでやり出したのが２月から

になります。それまでは償還払いということで、一

応１年間の期限を設けてやっております。ですので、

すぐに申請があるというわけではございません。で

すので、２６１件ですが、今後また今年度に入って

からも償還払いがありますので、徐々に、今後はク

ーポンでほぼされますので、件数はふえていくこと

と考えております。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません、最初の敬老会の

補助金、８９％ということでしたけれども、今見守

り活動のほうが８５．５％っておっしゃったかな、

ほかの事業につきましても、ふれあいいきいきサロ

ンなんか見てても、もとからやっておられるサロン

もあるし、またコミュニティとかで新しく始められ

たサロン、また地区の公民館とかで始められたサロ

ンもありますけども、やはり活発にしておられるサ

ロンとなかなか運営が大変でうまくサロンが開設

できないところも聞いたりしてますので、そこら辺

をちょっと網羅しながら、ぜひ援助っていうんです

か、サポートをよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、さっき新生児の聴覚検査のほうですけ

れども、もう一つわからないんですけども、償還払

いというのは３カ月以内の検査だったら、それまで

に個人で受けておられたということでしょうか。 

○分科会長（竹中  理） 宮本課長。 

○健康増進課長（宮本 和幸） 新生児の聴覚検査は、

基本的には生まれられてから７日、１週間以内ぐら

いに受けられる。 

○委員（上田 伴子） あっ、ごめんなさい、１週間

以内か、ごめんなさい、はい、済みません。 

 あっ、済みません。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） そしたら、償還払いというの

は、生まれて７日以内に個人で例えばクーポンじゃ

ない時期は個人でしとられたところで検査をしと

られたのが今までされた費用について償還払いを

されるということで、それは今んところ償還払いと

いうことはあるんですか。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○健康増進課長（宮本 和幸） はい、生まれて１週

間以内ぐらい検査を受けられます。ですので、一旦

払っておいていただいて、期限は１年間、その間に

領収書とかを持ってきていただいて申請をしても

らって払うという形で。今はクーポン、利用券を使

ってもらってますので、豊岡病院で出産される方は

ほぼそれを使われて自己負担はない。ただ、里帰り

出産等で県外に行かれたり豊岡病院以外で出産さ

れた方は、その領収書を持ってきてもらってお返し

するという形です。ですので、今はほとんどが利用

券の申請者になります。 

○委員（上田 伴子） はい、わかりました。 

○分科会長（竹中  理） いいですか。 

 ほかに何か。 

 それでは、ないようですので、それでは、質疑を

打ち切ります。 

 分科会を暫時休憩をいたします。 

   午前１０時１８分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時１８分 委員会再開 

○委員長（竹中  理） 引き続き委員会を再開をい

たします。 

 次に、第８９号議案、平成３０年度豊岡市国民健
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康保険事業特別会計（直診勘定）歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 浅田参事。 

○健康増進課参事（浅田 英稔） それでは、第８９

号議案、平成３０年度豊岡市国民健康保険事業特別

会計（直診勘定）歳入歳出決算の認定についてご説

明をいたします。 

 経営状況につきましては、別冊の平成３０年度主

要な施策の成果を説明する書類の３７ページから

３９ページのほうに掲載しております。ご確認をい

ただきたいと思いますけれども、総じて安定した運

営がなされているというふうに考えております。平

成３０年度主要な施策の成果を説明する書類の３

７ページから３９ページ。３７ページから資母診療

所の運営状況、記載しております。 

 それでは、決算書のほうについてご説明をいたし

ます。４７１ページをお願いいたします。決算の総

括ですけれども、歳入総額９，２００万２，１５５

円、歳出総額８，８６０万５，００７円、歳入歳出

差し引き額３３９万７，１４８円となっております。 

 続きまして、決算事項別明細書によりまして、歳

出から昨年、２９年度と比べて大きく変動のあった

点についてご説明をいたします。 

 ４８３ページをお願いいたします。医療費のうち

の右側備考欄、下段あたりになりますけれども、医

療用機械器具費として２９年度と比べて約４８０

万円の増となっております。これにつきましては、

３０年度にデジタルエックス線の画像診断システ

ム等の医療機器を更新したものによります。 

 その他につきましては大きな変動はございませ

ん。 

 次に、歳入に移ります。 

 戻っていただいて４７７ページをお願いいたし

ます。備考欄の上から５行目になります。県補助金

１７８万２，０００円です。これにつきましては、

先ほどの医療用機器、デジタルエックス線画像診断

システムの更新に係る県の補助金となっておりま

す。 

 下から５行目です。国民健康保険資母診療所財政

調整基金繰入金５万４７円につきましては、基金の

廃止に伴う繰入金でございます。 

 次に、６００ページをお願いいたします。実質収

支に関する調書の真ん中あたりでございます。国民

健康保険事業（直診勘定）です。歳入総額９，２０

０万２，０００円、歳出総額８，８６０万５，００

０円、歳入歳出差し引き額３３９万７，０００円、

実質収支額３３９万７，０００円となっております。 

 ６１７ページをお願いします。財産調書の基金の

状況ですけれども、下から６行目の国民健康保険資

母診療所財政調整基金５万円につきましては、３０

年度末をもって廃止しております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり認定す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 異議なしと認めます。よっ

て、第８９号議案は、原案のとおり認定すべきもの

と決定をいたしました。 

 次に、第９１号議案、平成３０年度豊岡市介護保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 恵後原課長。 

○高年介護課長（恵後原孝一） 平成３０年度豊岡市

介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てご説明いたします。 

 主要な施策の成果を説明する書類では、４２ペー

ジから４４ページまでに記載されておりますので、

ご確認ください。 

 それでは、決算のほうを説明いたします。決算書

のほうの５０１ページをごらんください。介護保険
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事業特別会計の総括表ですけれども、歳入総額は９

５億１，６３５万５，４１０円、歳出総額は９１億

７，６２６万８，１０４円、歳入歳出差し引き額は

３億４，００８万７，３０６円でございます。差し

引き残額は令和元年度へ繰り越しいたします。 

 介護保険では、介護保険事業計画が直接的に当初

予算に反映する仕組みをとっていることから、決算

説明に入ります前に事業計画と予算、決算の関係を

説明させていただきます。 

 介護保険事業は３カ年を１期とした事業計画に

沿って運営しており、平成３０年度は第７期介護保

険事業計画の初年度に当たります。この計画では、

３年間の各年度の保険給付費見込み額を決定し、こ

の給付見込み額等をもとにして３年間の第１号被

保険者保険料についても算出いたします。算出した

計画額がそのまま介護保険事業特別会計の当初予

算額となります。また、計画期間中は後の年度にな

るほどサービス利用者の数が増加し、また、施設整

備等も充実するという計画ですので、３年間の各年

度の収支を大まかに見ますと、計画初年度は黒字、

２年目は収支均衡、３年目につきましては最終年度

となりまして赤字というのが介護保険事業特別会

計の特徴でございます。 

 それでは、平成３０年度決算で、当初予算と大き

く変更になった部分と特徴的な部分等をご説明申

し上げます。 

 平成３０年度決算が黒字になった主な理由をご

説明申し上げます。 

 ５０６ページをごらんください。まず、歳入のほ

うですけれども、上段の保険料の収入済み額が約１

９億７２８万７，０００円と当初予算額に比べて２，

０８５万９，０００円の増収になっております。主

な増収理由は、所得段階区分ごとの被保険者数の分

布におきまして、計画時に想定していた所得段階区

分よりも高い所得段階に区分される被保険者が多

かったことに伴う増額と計画時の予定収納率より

も実際の収納率のほうが約１ポイント高かったこ

とにより増収となったものです。 

 次に、中段より少し下側ですけれども、調整交付

金ですが、収入済み額が約５億８，６４０万３，０

００円と予算額に比べまして５，４６９万円の増収

になったことが挙げられます。これにつきましては、

国の資料により見込んでいた交付割合よりも高い

割合で算定された交付金額が交付されたことによ

ります。 

 次に、歳出ですけれども、５２０ページの中ほど

をごらんください。保険給付費におきまして、予算

額に対して約２億６６２万９，０００円の不用額と

なっております。この不用額の主な内容といたしま

しては、居宅介護サービス給付費の９，０８６万３，

０００円、地域密着型サービス給付費の２，６６７

万９，０００円、施設介護サービス給付費の５，２

８０万５，０００円です。給付費が予算よりかなり

少なかったサービスといたしましては、事業所の廃

止があった通所介護サービスを初め、介護老人保健

施設、介護療養型医療施設、訪問介護サービスが挙

げられます。これらのうち、通所介護サービスでは、

年度当初から廃止される通所介護サービス事業所

の利用者につきまして、担当ケアマネジャーさんや

事業者の協力によりまして、近隣の同種のサービス

提供事業所を中心に、ほぼ移行されたと聞いてはお

りますけれども、通所系のサービス全体で見ていき

ますと、前年度に対しまして月平均で３４件少ない

利用となっております。 

 また、サービスによって差はありますけれども、

１件当たりの給付費も下がっております。なお、冬

期には利用件数の減少が見られまして、２カ月間で

約２，６００万円の減額の影響がありました。また、

施設系サービスでは、平成３０年８月の報酬改定に

より単価が上がっているサービスがありますけれ

ども、前年度より入所件数が月平均で１３件少なく、

給付費が大きく増加しませんでした。特に介護療養

型医療施設におきましては、１，９９１万７，００

０円の減少がありまして、不用額が大きくなったも

のです。 

 代表的なもののみ挙げさせていただきましたが、

これが決算が黒字になりました主な要因となって

おります。 
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 続きまして、特徴的な箇所だけを事項別明細書に

よりましてご説明いたします。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 同じページ、５２０ページです。下段の地域密着

型介護サービス給付費です。この科目で執行するサ

ービスのうち、小規模多機能型居宅介護は平成３０

年４月に開設しました日高でのぐるらんを加えて

４カ所になりました。そして平成３０年９月に開設

しました、これも日高でなんですけれども、ラウン

ド・ケア・サービスことぶきが提供します定期巡

回・随時対応型訪問介護看護は、要介護状態にあり

ます高齢者の在宅生活を２４時間支えるために定

期巡回と随時対応による訪問介護と訪問看護のほ

うを一体的に提供するサービスで、２４５万３，０

００円を執行しております。 

 続いて、歳入につきましてご説明いたしますので、

５０６ページをお願いいたします。中ほどになりま

すが、国庫負担金の介護給付費負担金についてです

けれども、毎年１２月中旬に市が介護給付費の概算

額を算出しまして、国に対して国庫負担金の概算額

を申請しています。国の予算の都合でここ数年、市

が算定した額以上の交付を受けております。翌年に

精算しまして過大交付額を返還しており、平成３０

年度分としましては８，０１３万７，０００円を返

還することになりました。この金額につきましては、

今回の補正予算で要求をしておるところでござい

ます。 

 次に、５０８ページの中ほどでございます。保険

者機能強化推進交付金１，５５３万４，０００円の

収入につきましては、平成３０年度から自治体の自

立支援、重症化防止等に関する取り組みを支援する

ために創設された交付金でございまして、地域支援

事業等に活用することとされているものでござい

ます。 

 実質収支につきましては、６００ページをお願い

いたします。実質収支額は３億４，００８万７，０

００円でございます。 

 介護保険給付費準備基金のほうにつきましては、

６１７ページをお願いいたします。下から４行目に

なります。決算年度末の現在高は３億２２３万３，

０００円でございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり認定す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 異議なしと認めます。よっ

て、第９１号議案は、原案のとおり認定すべきもの

と決定しました。 

 次に、第９２号議案、平成３０年度豊岡市診療所

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題

といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 浅田参事。 

○健康増進課参事（浅田 英稔） 第９２号議案、平

成３０年度豊岡市診療所事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、豊岡の休日急病診療所、森本診

療所、神鍋診療所、高橋診療所、但東歯科診療所の

管理運営費の決算状況につきましてご説明をいた

します。 

 なお、但東歯科診療所につきましては、昨年、平

成３０年の９月から診療のほうを開始しておりま

す。 

 各診療所の経営の概況につきましては、別冊の平

成３０年度主要な施策の成果を説明する書類の４

５ページから５２ページ、こちらのほうに掲載をし

ております。ご確認のほういただきたいと思います

けれども、安定した経営がなされているというふう

に考えております。 

 それでは、決算書で主な内容につきましてご説明

のほういたします。 

 決算書の５４３ページをお願いします。決算の総

括ですけれども、歳入総額２億６，７７９万４，２
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７７円、歳出総額２億４，７５９万４，７５１円、

歳入歳出差し引き額２，０１９万９，５２６円とな

っております。 

 次に、決算事項別明細書によりまして、歳出から

大きく変動のあった点につきまして説明のほうさ

せていただきます。 

 ５６１ページをお願いをいたします。右側の備考

欄、中段あたりになります。森本診療所費の一般管

理費でございます。２９年度に比べまして約１７０

万円の減となっております。こちらにつきましては、

庁用備品購入費の減少によるものでございます。 

 １枚めくっていただきまして、５６３ページをお

願いします。中段あたりの医療費です。２９年度に

比べまして約５４０万円の減少となっております

けれども、主な要因としましては、医薬品代の減少

によるものとなっております。 

 ５６７ページをお願いします。上段、神鍋診療所

費の医療費ですけれども、２９年度に比べまして約

２１０万円の減少をしております。主な要因ですけ

れども、医薬品の減少と医療用備品の購入費、こち

らのほうの減少となっております。 

 ５６９ページをお願いします。中段やや下のほう

になりますけれども、高橋診療所費の医療費です。

２９年度に比べますと約６８０万円減少しており

ますけれども、こちらにつきましても医薬品代と医

療用備品の減少によるものが主な要因です。 

 次に、５７１ページをお願いいたします。中段あ

たりに但東歯科診療所費ですけれども、平成３０年

の９月に開院をいたしまして、診療については毎週

木曜日、１日当たりの患者数については約１６人と

なっております。一般管理費で主なものにつきまし

ては、歯科衛生士ほかの人夫賃として８５万２，１

００円、また医師に対する業務委託料として１７７

万５，６２５円を支払いしております。下段になり

ます。医療費の医薬材料費２３２万１，９２３円に

つきましては、医療用の消耗機材などで業務委託料

４０万７，１５７円につきましては、歯科技工業務

の委託料となっております。 

 戻っていただいて、５４４ページをお願いいたし

ます。歳入につきましては、各診療所の備品購入、

あるいは施設の修繕、運営費の赤字補填として一般

会計から繰り入れを行っております。各診療所の診

療収入につきましては、２９年度と比較しまして、

森本診療所が約７２０万円、神鍋診療所が約１３０

万円、高橋診療所が約１９０万円、それぞれ減少を

しております。主な要因としては、やはり患者数の

減少ということが要因となっております。 

 ５５３ページをお願いいたします。中段のやや下

のほうになります。診療所事業財政調整基金繰入金

２万３，３７０円につきましては、基金の廃止に伴

う繰入金となっております。 

 ６０１ページをお願いいたします。実質収支に関

する調書の１列目、診療所事業でございます。歳入

総額２億６，７７９万５，０００円、歳出総額が２

億４，７５９万５，０００円、歳入歳出差し引き額

２，０２０万円、実質収支額２，０２０万円となっ

ております。 

 ６１０ページにつきましては、普通財産建物の調

書でございます。一般会計のほうでも説明をしまし

たけれども、旧但東歯科診療所の医師住宅、そして

診療所等の解体を、取り壊しを行っております。 

 ６１７ページをお願いをいたします。財産調書の

基金の状況ですけれども、下から５行目の診療所事

業財政調整基金、こちらにつきましては、２万３，

０００円については３０年度末をもって廃止をし

ております。 

 説明については以上でございます。 

○委員長（竹中  理） ありがとうございました。 

 説明は終わりました。 

 質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり認定す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（竹中  理） ご異議なしと認めます。よ

って、第９２号議案は、原案のとおり認定すべきも

のと決定をいたしました。 

 以上で健康福祉部に係る審査は終了しました。 

 それでは、健康福祉部の皆さんは退席をしていた

だいて結構です。ご苦労さまでした。 

 委員会を暫時休憩します。再開は１０時５５分。 

   午前１０時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時５５分 分科会再開 

○分科会長（竹中  理） それでは、分科会を再開

をいたします。 

 それでは、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定について、市民生活部所

管分を議題といたします。 

 当局の説明は組織順の課単位で一気に説明をよ

ろしくお願いします。 

 一般会計については、歳出、続いて所管に係る歳

入、それから財産調書の順でお願いをします。また、

特別会計につきましては、歳出、続いて所管に係る

歳入、実質収支調書の順でお願いをいたします。 

 なお、審査時間に限りがありますので、所管事項

を逐一説明するのではなく、新規事業や平年と比較

して変化の著しい事業などを抜粋して説明をよろ

しくお願いします。 

 説明に当たりましては、資料のページ番号、また

発言の最初には課名とお名前を名字をよろしくお

願いします。 

 質疑は説明が終わった後に一括をして行います。 

 それでは、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定について、組織順に説明

をお願いします。 

 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） それでは、平成３０年度

一般会計決算の市民課分について説明をいたしま

す。 

 まず、歳出についてです。 

 １７１ページをお開きください。１７１ページ、

備考欄の上から８行目、戸籍住民基本台帳事務事務

費２，６６０万９，３３０円ですが、主なものは、

８行下のＯＡ機器の保守点検料８１０万８，８８０

円、２つ下の住民基本台帳ネットワークシステム並

びに戸籍総合システムの改修業務の合計額の５１

９万１，８３９円、また、その１つ下のＯＡ機器の

借り上げ料９６７万１，２９２円です。 

 また、中段にあります損害賠償金の１万８０円は、

国保得喪手続に係る損害賠償として相手方に実費

相当額として賠償したものです。この件につきまし

ては、平成３１年３月の当委員会において報告をさ

せていただきました。 

 続きまして、同じ欄の一番下、個人番号カード発

行等交付事務費の６５２万２，８００円ですが、通

知カード及びマイナンバーカード交付に伴う関連

事務の委任に係る交付金で、地方公共団体情報シス

テム機構、Ｊ－ＬＩＳといいますが、に支払った費

用であります。なお、この費用は国庫補助の対象と

なっております。 

 続きまして、１８３ページをごらんください。備

考欄の一番上、国民健康保険事業特別会計（事業勘

定繰出金）の６億６，４６９万７１５円ですが、保

険基盤安定分、職員給与費、出産育児一時金等を一

般会計から国保特会へ繰り出ししたものでありま

す。 

 次は、１９１ページをお開きください。医療費助

成事業でありますが、備考欄３枠目の３行目、高齢

期移行助成事業費、その１０行下の重度障害者医療

費助成事業費、その６行下の乳幼児等医療費助成事

業費、またその１２行下の母子家庭等医療費助成事

業費、次のページをごらんください。一番上に高齢

重度障害者医療助成事業費、またその１１行下の子

ども医療費助成事業費、これだけであります。この

助成内容につきましては、２９年度と比較し、母子

家庭等医療費助成の所得制限が拡大されたことも

ありましたが、受給者数の減少により、福祉医療費

の総件数につきましては減少し、助成額も前年度に

比べて減少しました。 

 続きまして、２０５ページをお願いします。一番

上の後期高齢者医療事業費の負担金８億５，０４４
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万６，５８２円は、兵庫県後期高齢者医療広域連合

に負担金として支払ったものであります。 

 また、その下、後期高齢者医療事業特別会計繰出

金３億２，８２２万４，５７２円は、後期高齢者医

療事業に係る事務費、保険基盤安定分、職員給与費

等を特別会計に繰り出したものであります。 

 続きまして、２１３ページをお開きください。備

考欄の真ん中からやや下、児童手当給付費事務費３

２８万２，６８１円です。３０年度の主なものは、

児童手当システムの保守点検並びにシステム改修

費用、これは改元対応のものであります。 

 同じページの一番下から４行上、児童手当給付事

業費の児童手当１２億３，２９１万５，０００円で

すが、対象者の減少により、前年度に比べ３，１２

２万５，０００円の減となりました。 

 最後に、２２５ページをごらんください。備考欄

の一番下の欄の災害支援費です。昨年の７月６日、

７日に発生しました豪雨災害において、日高町の住

宅２棟が被害に遭い、被災者生活再建支援金として

１棟につき１５万円、２棟合計３０万円を被災者へ

交付いたしました。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入です。 

 ３１ページをお開きください。備考欄の下から１

１行目の戸籍手数料１，７１８万６５０円から５行

下のその他手数料３２万１，６００円までの収入合

計額３，７６５万４，９５０円となり、２９年度に

比べ１６７万３５０円の減となりました。 

 続いて、３３ページをお開きください。下から６

行目の国民健康保険基盤安定費負担金であります。

７，５４４万９，０４８円でありますが、国保税の

軽減対象となった被保険者を支援する制度で、国が

負担するものであります。負担割合としましては、

国が２分の１、県が４分１、市が４分の１となって

おります。 

 続きまして、３５ページをお開きください。備考

欄の上から３行目の児童手当負担金８億５，６２３

万３，９９９円は、児童手当支給分の国庫負担分で

あります。また、その下の５７万３３３円は、２９

年度分の精算に係る負担金であります。 

 同じページの中段からやや下の社会保障・税番号

制度システム整備費補助金の３５５万６，０００円

から４つ下の個人番号カード発行等事務費補助金

の２２４万８，０００円までの合計１，２６９万７，

０００円につきましては、いずれもマイナンバーカ

ードに係るシステム改修並びに交付事務等の費用

に伴う国からの補助金であります。 

 次に、４１ページをお開きください。一番上の国

民年金事務取扱委託金の１，４６０万１５２円は、

国民年金に係る人件費等の事務的経費であります。 

 同じく４１ページの上から９行目、県支出金の国

民健康保険基盤安定費負担金２億４，１４７万５，

２３７円は、被保険者に対する国保税の負担緩和、

財政基盤の安定及び国保税の軽減対象となった被

保険者を支援する制度で、これは県費であります。 

 そこから６行下の後期高齢者医療保険基盤安定

費負担金２億２，２５７万１，９２９円ですが、こ

れも後期保険料の軽減分に係る県の負担金であり

ます。 

 その６行下の児童手当負担金１億８，８１６万２，

９９８円は、児童手当に係る県の負担分であります。 

 その下の２１万２，３３３円は、２９年度分の精

算に係る同じく県の負担金であります。 

 続きまして、４３ページをごらんください。上か

ら９行目の高齢期移行助成事業費補助金から子ど

も医療費助成事業補助金までが福祉医療費助成事

業の補助金であります。 

 なお、補助率は子ども医療費の入院医療費は１０

分の１０でありますが、それ以外は２分の１の補助

率になっております。 

 その１２行下の重度障害者医療費助成事業補助

金過年度分から高齢期移行助成事業補助金過年度

分の合計額２２０万５，８０２円は、いずれも２９

年度分の精算に伴う収入となっております。 

 続きまして、４５ページをお開きください。備考

欄の中段、被災者生活再建支援事業補助金２０万円

でありますが、歳出でも説明しました７月６日、７

日に発生しました豪雨災害において支出しました
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被災者生活再建支援金に係る県の補助金でありま

す。補助率としましては県が３分の２、市が３分の

１であります。 

 続きまして、５７ページをお開きください。繰入

金であります。備考欄の一番下から４行上、国民健

康保険事業特別会計事業勘定繰入金５４１万５，２

６３円、次は５９ページの一番上、後期高齢者医療

事業特別会計繰入金１２２万１３４円ですが、いず

れも２９年度の精算に伴う特別会計からの繰入金

であります。 

 続きまして、６１ページをごらんください。備考

欄の上から３項目めの地域振興基金繰入金７億３，

８７０万６，０００円のうち、市民課分としまして

は４，１７０万６，０００円となります。これは福

祉医療費の乳幼児等医療及び子ども医療の市単独

分助成分の財源として地域振興基金から繰り入れ

ているものであります。このうちゼロ歳から小学校

３年生までの乳幼児等医療につきましては３，１７

６万２，０００円、小学校４年生から中学校３年生

までの子ども医療費につきましては９９４万４，０

００円を充当しております。 

 次に、雑入であります。７５ページをお開きくだ

さい。備考欄の中段の返納金の第三者行為納付金１

５万３，４１３円でありますが、福祉医療の交通事

故等第三者行為による返納金であります。 

 その５行下、高齢重度障害者医療費返納金１，１

９９万９，４６４円は、現物給付分で本来、後期高

齢者医療高額医療費で負担すべきものを福祉医療

で負担しているため、後期高齢者医療広域連合から

返納されたものであります。 

 同じ７５ページの下から６行目、後期高齢者医療

広域連合療養給付費負担金納付返還金２６０万７，

７９７円は、平成２９年度の精算に伴う療養給付費

に係る返還金であります。 

 歳入については以上であります。 

 最後に、財産調書についてです。 

 ６１７ページをお願いします。市民課は基金のみ

であります。下から６行目の国民健康保険財政調整

基金であります。前年度末現在高が３億４，２５９

万３，０００円で、決算年度中増減高が２億６，５

２０万２，０００円の増となりました。３０年度は

県単位化による制度改革により、国保税の激変緩和

のための基金の取り崩しを行わずに済んだことに

よりまして、決算による剰余金からの積立金だけに

なりましたもので、決算年度末の残高が６億７７９

万５，０００円となっております。 

 市民課は以上であります。 

○分科会長（竹中  理） 今井課長。 

○生活環境課長（今井 謙二） それでは、私から生

活環境課分の歳出から説明をさせていただきます。 

 まず、１１９ページをお願いします。上から８行

目です。ごみの減量資源化対策事業費ですが、この

うち６行下ですかね、手数料です。手数料１，５０

０万７，０００円ですが、これはごみ袋販売店への

販売の手数料です。その下ですが、業務委託料、指

定ごみ袋等作成業務です。３，１７３万６，４２３

円を委託料として支出しています。その下、補助金

ですが、補助金の項目の一番下、資源ごみの集団回

収促進費です。延べ６５５団体に対しまして１，６

１６万５，１９５円を補助をしております。 

 次に、１４７ページをお願いします。下から５行

目です。防犯対策事業費ですが、主なものとしまし

ては、次のページ、１４９ページの上から９行目、

補助金のうち防犯灯整備費１，３０１３，７１２円

は、区が設置する防犯灯に対して補助をしておりま

す。１，４２７基分の補助をしております。１行飛

ばしてその下の防犯カメラ設置費です。９４万２，

４５２円ですが、これは防犯グループ等が設置した

防犯カメラに対して県の随伴補助として１２基分

の補助をしております。その同じ枠の一番下になり

ますが、犯罪被害者等支援事業費です。これにつき

ましては、昨年度については支援の対象者がありま

せんでしたので、研修旅費のみ支出しております。 

 次に、２３５ページをお願いします。２３５ペー

ジの下の枠の真ん中辺です。クリーン作戦推進事業

費ですが、このうち７行下に業務委託料とあります。

その真ん中ですが、海岸漂着物回収処理等業務の委

託料５００万円です。これにつきましては、県から
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の受託事業で陸から回収できない場所の漂着ごみ

を船で回収してを委託している経費です。 

 次に、同じ枠の下から３行目です。クリーン作戦

推進事業費ですが、主なものとしましては、次の２

３７ページをお願いします。上から６行目ですが、

維持管理委託料としまして花壇等の管理を１９団

体に委託しています。その経費が１０６万２，００

０円となっております。 

 それから、同じページの一番下から２行目です。

水質保全対策事業費です。主なものとしましては、

２３９ページをお願いします。上から５行目、維持

管理委託料です。公共用水域の水質管理としまして

９０万３，９６０円委託をしております。２３カ所

の水質の検査をしております。 

 次の枠です。３行目の斎場管理費です。同じ枠の

下から１０行目に業務委託料とありますが、１行飛

ばしまして火葬等業務につきましては委託で行っ

ております。１，５８７万６，０００円です。少し

下に補修工事費、枠の一番下のところですが、補修

工事費とあります。火葬炉１１３万４，０００円に

つきましては、炉内の台車の耐火ブロックを積みか

えを行っております。空調設備２２７万８，８００

円は、待合ロビーの空調設備を改修しております。

一番下の給水設備１２７万４，４００円につきまし

ては、自動給水装置が故障しましたので、その改修

をしております。 

 ２４３ページ、お願いします。一番下の枠の一番

上のところにありますが、じんかい処理事業費です。

その７行の下のところ、業務委託料とあります。ご

み収集運搬業務１億９，６３５万９，６６０円につ

きましては、計画収集の委託になります。市内を７

地域に分けて委託をしております。１行飛ばしまし

て、大型動物死体処理業務４８９万８，８８０円に

つきましては、鹿とかイノシシの大型動物の処理を

委託している分です。１８９頭分の処理費委託料で

す。 

 その２行下です。負担金です。北但行政事務組合

への負担金としまして、２億１，４０９万４３５円

ですが、これはクリーンパーク北但等の運営の負担

として支出している分です。 

 その下の項目としまして、最終処分場の管理費で

す。４行下の光熱水費につきましてですが、放流水

を農業集落排水施設へ放流しておりますので、上下

水道料金として７４６万１，６１０円を支出してお

ります。 

 ２４５ページをお願いします。上から３行目です。

維持管理委託料です。運転管理のほうを委託してお

ります。１，１０４万９，４８０円です。 

 その下の項目で、９、清掃施設管理費につきまし

ては、４行下、修繕費についてですが、福住最終処

分場の進入路に土砂が入り込みましたので、その修

繕として１９６万５，６００円を支出しております。 

 ６行下、維持管理委託料です。第２清掃センター、

それから、福住最終処分場の運転管理を委託してお

ります。３９９万４，９２０円です。 

 同じページの一番下の枠の上から３行目です。し

尿処理費ですが、５行下、業務委託料です。し尿の

収集運搬業務を委託しておる費用です。１，５０８

万７，８７０円ですが、２，７９４キロリットルの

運搬を委託しております。 

 次の２４７ページをお願いします。一番上の負担

金です。し尿につきまして、豊岡浄化センターのほ

うに受け入れをしていただいておりますので、その

下水道への負担で１，５７９万８，７４８円を支出

しております。 

 続きまして、２７７ページをお願いします。上か

ら２枠目の真ん中辺です。消費者行政推進事業費で

す。これにつきましては、消費生活センターを相談

員３名体制で設置しております。昨年度につきまし

ては、６１４件の相談を受け付けました。また、講

座等による啓発活動に取り組んでいるところです。 

 次、３４５ページをお願いします。上から５行目

です。災害対策事業費、生活環境課の分としまして

は１９０万５，０５４円支出しております。これは、

昨年の７月豪雨のときの処理費として、その真ん中

辺になります業務委託料のうち、一番下、海岸漂着

物処分業務という、１４５万円を上げておりますが、

これにつきましては、田結港の周辺です、に漂着し
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たごみを処分、回収して処分をしております。 

 歳出については以上です。 

 続きまして、歳入ですが、２７ページをお願いし

ます。下から３枠目です。豊岡斎場の使用料２，０

９７万８，０００円につきましては、１，１４８件

の分の使用料ということになります。 

 続きまして、３３ページをお願いします。上から

２枠目です。手数料ですが、犬の登録等手数料１９

７万２，０９０円、新規登録とか注射済票の交付の

手数料です。 

 次の枠の２行目です。ごみ処理手数料につきまし

ては、家庭系廃棄物の手数料としまして、１億４，

０６０万円、これは計画収集のごみ袋代として収入

しております。 

 次ですが、し尿処理手数料としましては、くみ取

り手数料、それから浄化槽汚泥の処理手数料として、

合計で３，０６５万９，３４５円の収入です。 

 次に、４１ページをお願いします。下から５枠目

の下の行です。感染症予防事業費負担金、これは７

月豪雨のときに、衛生薬剤を配布いたしましたが、

その分の３分の２を県から負担金として収入して

います。５万４，０４１円です。 

 それから、４７ページをお願いします。下から５

枠目です。金融広報活動事業市町交付金と地方消費

者行政推進強化事業費補助金、これにつきましては、

消費生活行政に対する補助ということで、県から補

助金をいただいておる分です。 

 次に、５１ページをお願いします。真ん中から少

し下の部分ですが、大気汚染常時監視網管理委託金、

これは県からの委託を受けて監視をしております。

１１５万６，０００円です。 

 その下、海岸漂着物地域対策推進事業委託金、５

００万円につきましては、海岸漂着物を処理する費

用として、県から委託を受けております。 

 ６７ページをお願いします。真ん中より少し上に

なります。交通災害共済組合から１３２万８，９８

０円を受け入れておりますが、これは事務取扱の交

付金等の経費として、組合から受けている分です。 

 少し下になります。委託料の中です。５項目めに

大型動物死体の処理としまして、４１０万１，３２

０円あります。これは、国・県道分等の大型動物、

鹿やイノシシなどの処理につきまして、国・県から

委託料として受けております。１４７体分の委託を

受けております。 

 次に、７１ページをお願いします。真ん中より少

し下ですが、事業負担金とあります。その中で６行

目になりますが、豊岡最終処分場の負担金２，７０

１万１，５３３円は、北但行政事務組合から最終処

分場の経費分として負担を受けている分です。 

 その３行下、汚泥処理負担金１，２４８万２７０

円につきましては、クリーンパーク北但へ下水の汚

泥を投入しておりますので、その下水道からの負担

を受けております。 

 歳入については以上です。 

 あと財産の部分で６１７ページをお願いします。

基金の状況です。下から９項目め、暴力団対策基金

につきましては、利息分の増ということで、年度末

で５９６万９，１０５円を基金として持っておりま

す。 

 あと、項目の一番下です。霊苑整備基金、これに

つきましては、昨年度、霊苑の整備等の費用を確保

するため、基金を設置しました。そこに積み立てを

しております。２，６８５万７，１９１円を積み立

てております。 

 説明としましては以上です。 

○分科会長（竹中  理） 以上ですね。 

 それでは、説明は終わりました。 

 質疑、意見等はありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 国保のところで、お聞きした

いんですけれども、国保のところで、県のほうに一

本化された中で、国保会計違ったっけ、一般会計か、

ああ、そうか。ほんなら、また次か、ごめんなさい。 

 そしたら、子ども医療費の件で、１９３ページに

なるのかな、子ども医療費の関係で、今現在、全部

の費用が、この３，２５８万３，１２９円以外にも

ありましたっけ、子ども医療費助成金。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 
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○市民課長（定元 秀之） 子ども医療費助成金、１

９３ページの３，２５８万３，１２９円につきまし

ては、小学校４年生から中学校３年生までの分の助

成金として支払っているということです。 

○委員（上田 伴子） あともう一個の助成金であり

ましたね、それ以外のゼロ歳からの、何ページやっ

たっけ。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） １９１ページの中段のと

ころになります。乳幼児等医療費助成事業の、乳幼

児等医療助成金１億２，２６２万３，９７３円、こ

れがゼロ歳から小学校３年生までの分です。以上で

す。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） その乳幼児医療費助成事業に

ついては、中身的にはどんなものでしたかね、済み

ません。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 中身といいますのは、あ

くまで通院につきましては４００円、１回につきま

して、１医療機関または薬局等、１回につきまして

４００円、それが月に２回までですんで、３回目以

降は無料になるというものと、あと入院につきまし

ては無料になるというものであります。以上です。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） それは、ゼロ歳から小学校３

年生まででしょうか。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） ゼロ歳から小学校３年生

までが、先ほど言ったものでありまして、小学校４

年生から中学校３年生までにつきましては、１医療

機関または薬局等が２割負担になります。２割負担

になりまして、一月の分が１，６００円未満、１，

６００円以下になります。以上です。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） わかりました。 

○分科会長（竹中  理） あっ、いいの。 

○委員（上田 伴子） はい、了解です。 

○分科会長（竹中  理） ほかにありませんか。 

 よろしいでしょうか。違いますか。どうぞ、いい

ですよ。 

 じゃあ、上田倫久委員。 

○委員（上田 倫久） ２７ページです。豊岡斎場使

用料のことを言われたんですが、それの東霊苑と西

霊苑で１，４０８件ということでよろしいですか、

豊岡斎場使用料。（「霊苑じゃない、斎場」と呼ぶ

者あり） 

 わかりました。 

○分科会長（竹中  理） いいですか。 

○委員（上田 倫久） いいです。 

○分科会長（竹中  理） ほかになければ。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 今、この間の新聞記事で見て

たら、結構、全国的にも子ども医療費の補助がどん

どん進んでるみたいなんですが、その担当課として

はどのように受けとめておられますか。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 子ども医療費につきまし

ては、６月の議会で市長のほうから説明しましたよ

うに、今のところは無料化としては考えていないと。

ただ、貧困対策の関係で、ワーキング等を設置した

上で、医療費の助成策の合理性について、今、議論

をしているところであります。まだ答えはできてお

りませんので、今はまだここでお答えするところは

ありません。以上です。 

○委員（上田 伴子） わかりました。 

○分科会長（竹中  理） ほかに。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） 今の質問の関連ですけども、

中学校３年まで、通院分も全て無料化にしたら、必

要財源としては幾らぐらいふえるんですか。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） ゼロ歳から中学校３年生

まで全部で６，７００万円です。 

○分科会長（竹中  理） よろしいですか。 

○委員（松井 正志） いいです。 

○分科会長（竹中  理） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ほかになければ、１点確認。 
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 今の子ども医療費、乳幼児医療費の関係なんです

けど、歳入のほうでは、今の県の補助金があります

ね。これ、今のさっきの補助だと思うんですけども、

これ、今、出てました子ども医療費、乳幼児医療費、

これ、増額というか負担を減らすとして、県からの

補助というのは、例えばほかの自治体の場合はもう

無料化してる自治体多いんですけども、県からの補

助というのは、これ、ないんでしょうか。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 基本的に、今、豊岡市の

ほうは４００円で全部やっていますので、一般が８

００円、低所得が６００円でありますので、その分

につきまして、その差額分を先ほど言いました金額

でやってます。 

 当然、県のほうとしては、それ以上、何もしてお

りませんので、無料化している市町につきましては、

負担金、市町の持ち出し分が豊岡市よりも多いとい

うことであります。以上です。 

○委員（青山 憲司） わかりました。 

○分科会長（竹中  理） いいですか。 

 ほかに。 

 それでは、ないようですので、以上で質疑のほう

は打ち切りたいと思います。 

 それでは、分科会を暫時休憩をいたします。 

   午前１１時４０分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１１時４０分 委員会再開 

○委員長（竹中  理） 委員会を再開します。 

 次に、第８８号議案、平成３０年度豊岡市国民健

康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 市民課、定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） 平成３０年度、豊岡市国

民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算

についてご説明いたします。 

 決算書の４３９ページをお開きください。まず歳

入総額９０億８，４７７万７，６９６円、歳出総額

８７億３，０３８万６，６０６円、歳入差し引き額

は３億５，４３９万１，０９０円となりました。こ

の残額は、翌年度へ繰り越しいたすこととなります。 

 残額が生じた主な理由としましては、歳入では、

国民健康保険税の現年課税分の収納率アップによ

る収入増、保険給付費等交付金の普通交付金並びに

特別交付金が、予算額に比べ、約２億円追加交付さ

れていること、また、歳出では、保健事業費の減額、

さらに予備費の未執行分を繰り越しできたことに

よるものであります。 

 それでは、別冊の平成３０年度、主要な施策の成

果を説明する書類、資料ファイル、ナンバー２につ

づってあると思いますが、そちらのほうで事業の概

要について説明したいと思います。 

 ３４ページをお開きください。まず、１、概況で

すが、平成３０年度の国民健康保険事業は豊岡市国

民健康保険運営協議会から答申いただきました基

本方針に基づき、事業を運営してまいりました。 

 ３０年度の平均被保険者数は、１万９，４１５人

で、前年度末より９３４人の減少、対前年度比４．

６％の減少となりました。また、被保険者１人当た

りの費用額は３５万３，８２６円で、前年度実績に

比べ、１．８％の増となりました。同じく１人当た

りの保険者負担額は２５万８，３７３円で、同じく

１．８％の増加となりました。平成３０年４月から、

国民健康保険事業は県単位化となり、兵庫県も豊岡

市とともに保険者となり、共同で国保運営を行いま

した。県が財政運営の責任主体になったことに伴い、

国からの歳入並びの歳出はなくなり、新たに国民健

康保険事業納付金、約２３億円を県に支払うことに

なりました。この納付金を支払うことによって、豊

岡市の医療費を全て県が支払うこととなりますの

で、歳出の保険給付費で支払った金額を、歳入の保

険給付費等交付金、普通交付金に入金される仕組み

となりました。 

 平成２０年度から実施している、特定健康診査に

ついては、平成３０年度においても、すこやか市民

健診や登録医療機関での個別健診を実施し、その結

果をもとに特定保健指導も実施しました。 

 また、後発医薬品、ジェネリック医薬品でありま
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すが、利用差額通知を削減効果の大きいほうから、

上位８００名を対象に、２回実施することにより、

普及率のアップを図ってまいりました。 

 さらに、２９年度に引き続き、医療費の現状を把

握し、今後の医療費適正化を図るため、医療費分析

を実施いたしました。 

 なお、医療費分析においては、平成２８年度から

３年間、分析を行うということとしておりましたの

で、平成３０年度が最終年度となりました。 

 続いて、３５ページをごらんください。収支状況

です。平成２９年度、３０年度の国保会計決算額の

収支状況を記載しております。一番下の行の歳入差

し引きの３０年度決算額、３億５，４３９万１，０

００円につきましては、先ほど説明をしたとおりで

あります。 

 また、表をごらんいただければおわかりのとおり、

歳入の科目の国庫支出金の負担金及び交付金、県支

出金の共同事業負担金からその他の補助金並びに

歳出科目の老人健康拠出金から協働事業拠出金ま

でが県単位化になりまして、収入、支出がなくなり、

歳出科目の下から４行目、国保事業納付金が新たに

加わりました。 

 続きまして、３６ページをごらんください。保険

給付費等の一般状況について説明いたします。 

 ３０年度の上から４行目です。保険給付費の医療

費総額の受診件数は、３０万８，１１５件で、費用

額はその下、６８億６，９５３万２，０００円と、

昨年度に比べ２．９％減少しております。 

 次の高額療養費でありますが、該当件数が１万１，

６５１件で、費用額が７億２，２８３万５，０００

円となり、昨年度に比べ、件数、費用額ともに減少

となりました。 

 次の出産育児一時金並びに葬祭費は、件数、金額

ともに減少となりました。 

 国保税現年度分につきましては、収納率が医療分

が９４．７％、後期高齢者支援金分が９４．８％、

介護分が９２％となりまして、現年度分の合計とし

ましては、９４．５％となり、前年度に比べ０．４

ポイント上がっております。 

 歳入歳出の決算事項別明細につきましては、決算

書の４４４ページから４６９ページに記載してい

ますので、ご清覧いただきますようお願いします。 

 続きまして、実質収支に関する調書についてご説

明します。 

 決算書の６００ページをお開きください。左から

２列目の特別会計の国民健康保険事業（事業勘定）

です。 

 歳入総額は９０億８，４７７万８，０００円、歳

出総額は８７億３，０３８万７，０００円、歳入歳

出差し引き額は３億５，４３９万１，０００円です。

よって、実質収支額は３億５，４３９万１，０００

円となりました。 

 以上でございます。よろしくご審議賜りますよう、

よろしくお願いします。 

○委員長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 県に一本化に、３０年度から

なったわけですが、いろいろ納付金はふえたけれど

も、一本化になった分で、いろいろと費用も減った

分があると思うんですけれども、ちょっと逐一、ま

だまだ理解はできてないんですが、担当課としては

そうなった、県に一本化になった点での今の時点で

のメリット、デメリットという点ではどういうふう

なことを感じておられますか。 

○委員長（竹中  理） 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） まず事業につきまして、

予算書を見ていただくとよくわかりますように、物

すごく簡素化なりました。 

 したがいまして、国からの補助金または県からの

補助金というものが、少なくなりましたので、担当

課としましては大分やりやすくなったというもの

があります。 

 特に今度はメリットのほうにつきましては、広域、

県単位化になったということでありまして、国全体

で１，７００億円補助金がふえたということもあり

ますし、豊岡市にしてはむしろ余りよくなかった共
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同事業拠出金というものが、それも廃止になりまし

た。そういう面につきましては、３０年度になった

ときに比べますと、豊岡市についてはメリットがあ

ったというふうに考えております。 

 ただ、やはり県のほうが、あくまでも財政のほう

を運営をしたということになりましても、１つずつ

の中身につきましては、やはり県のほうは各市町に

聞いてきます。確認をとってきます。事業につきま

しても、各市町がやっておりますので、実質、やっ

ていることにつきましては、昨年とほとんど変わっ

ていないということであります。以上です。 

○委員（上田 伴子） わかりました。 

○委員長（竹中  理） よろしいですか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） その点で、メリットは今のと

ころは、３０年度についてはあったけれども、これ

からについては今までと同じようなことが起きて

くるのかなというところもあるかなと思うんです

が、やっぱり県に一本化してよかったと思われてま

すか。 

○委員長（竹中  理） はい。 

○市民課長（定元 秀之） 当然、県というんか、県

が財政運営したということになりますと、パイです

ね、持ち分、大もとが大きくなりました。パイが大

きくなったということになりますので、こんなこと

はないほうがいいんですか、何か大きな災害的なも

の、またはそういう何か大きな病気的なものがあっ

た場合に、県単位化になった大きなことというのは、

小さな市町単位ではなかなか、万が一大きな被害を

こうむったときには、それができないということに

なります。ですので、パイが大きくなったというこ

とでありますと、豊岡市で歳出がふえたということ

になりますと、そのかわりを、例えば他の市町のほ

うで賄うことができるということでありまして、そ

の年度につきましては、事業としては成り立つ、会

計としてはできるということでありますので、そう

いう面はいいのかなと思っております。 

 まず、県単位化になりまして、今までは医療費を

よく使っているところに補助金をよく出したとい

うものがありましたが、今は医療費を使っていると

ころにつきましては、それ相当な費用をもらうとい

うことですので、ご存じのように、保健事業等、豊

岡市のほうは少ないんでありますので、そういう面

としましてはメリットはあったかと思っておりま

す。以上です。 

○委員長（竹中  理） ほかに。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） ちょっと１点だけ、お尋ねし

ます。 

 後発医薬品なんですけれども、効果の大きい順、

上位８００名に通知をということで、２回通知を、

この例えば医療費に関して言えば、この８００人で

どれぐらいの、何％ぐらいのあれがあるんでしょう

かね。 

 というのは、８００人に限らず、今の国保に入っ

ておられる方、全員にこういう通知なり、国保会計

で処理されるときに、そういったジェネリックの後

発医薬品の処方をしていったほうが効果が大きい

のかなというふうに思うんですけどね、この８００

人に限られている理由というんですかね、その辺が

ちょっとわかれば教えていただけますか。 

○委員長（竹中  理） 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） 以前は４００名で、２８

年度までは４００名、上位４００名というふうにや

っておりました。といいますのは、効果があるない

ということになりますと、ある程度金額が違うとい

うものでなければ、やはり効果ありません。 

 ですので、例えば１００円ぐらいの違いというも

のも当然出てきます。そういうところにしますと、

なかなかそれだけでは効果としては、削減効果とし

ては見当たらないということでありますので、各、

豊岡市のほうとしては、上位８００名が一番ベスト

な人数だということでやっております。 

 また、ジェネリック医薬品のこれを送るんですが、

なかなか送って、わかりましたとされる方が少なく、

また、どちらかといいますと、送ってもらったら、

逆に怒られる人もおられます。やはりお医者さんの

ほうでそういうふうに言われてるのに、なぜ、こう
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いうことをしなければならないのかということが

ありますので、効果が一番高いということであれば、

やはりいろいろとこちらのほうで検討した結果、上

位８００名が一番いいということでありまして、今

もその上位８００名をしているというところでご

ざいます。以上です。 

○委員（青山 憲司） 何％か。 

○市民課長（定元 秀之） 申しわけありません。何％

か、ちょっと今、わかりませんので、また後ほど調

べさせていただきます。 

○委員長（竹中  理） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 効果のある８００人というふ

うにされているので、ちょっとお尋ねしたんですけ

ども、これ、日々、高齢化も高まっておりますし、

国保に加入されてる方は、特に無職の方ですとか高

齢者も多いということで、高齢者の方は私らもそう

なってくるんですけども、１日にして体の調子とい

うのは変わってくると思いますし、それを８００人

に限ってということじゃなくて、できるだけ多くの

国保加入者にそういう、どういうんですかね、ＰＲ

をすることによって、少しでも医療費を抑えていく

というふうな努力は必要ではないかなというふう

に思いまして、ちょっとお尋ねしたんですが、１度、

今のどれくらいの医療費に関して、そういう意識啓

発をされているのか、また後でも結構ですので教え

ていただけたらありがたいです。 

○委員長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○市民課長（定元 秀之） 先ほど言われた件につき

ましては、また後ほど調べさせてもらって、また検

討させてもらいます。以上です。 

○委員長（竹中  理） ほかにございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり、認定

すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ご異議なしと認めます。よ

って、第８８号議案は原案のとおり認定すべきもの

と決定をしました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１１時５５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１１時５６分 委員会再開 

○委員長（竹中  理） 委員会を再開をいたします。 

 次に、第９０号議案、平成３０年度豊岡市後期高

齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 定元課長。 

○市民課長（定元 秀之） 平成３０年度、豊岡市後

期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について、

ご説明いたします。 

 決算書の４８７ページをお開きください。まず歳

入総額ですが、１２億３２２万２，８５５円、歳出

総額は１１億７，４４０万４，０６０円で、歳入歳

出差し引き額は２，８８１万８，７９５円となり、

令和元年度へ繰り越すこととなります。 

 それでは、事業の概要につきまして、別冊の平成

３０年度主要な施策の成果を説明する書類で説明

をさせていただきます。 

 ４０ページをごらんください。１、概況ですが、

平成２０年度から始まりました後期高齢者医療事

業も１１年目に入り、兵庫県後期高齢者医療広域連

合と連携し実施してまいりました。 

 平成３０年度末の被保険者数は１万４，４６７人

で、前年度に比べ１５１人ふえました。 

 次に、保険料の徴収につきましては、現年度分の

収納率は特別徴収が１００％、普通徴収が９９．

２％で、収入未済額は２３７万８，０００円となり

ました。また、滞納繰越分につきましては、滞納解

消に努めた結果、収納率で６７．１％と前年度に比

べ１５．４ポイント上がり、収入未済額は１１８万

３，０００円と、前年度に比べ７３万円減額となり

ました。 

 続きまして、４１ページをごらんください。２、

実績（１）の収支状況について、表の決算額の３０
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年度の欄でご説明をいたします。 

 まず、歳入の主なものでありますが、保険料は８

億４，４４７万９，０００円です。３行目の一般会

計繰入金３億２，８２２万４，０００円につきまし

ては、事務費繰入金、保険基盤安定繰入金及び職員

給与費等繰入金であります。この保険基盤安定繰入

金は、保険料軽減分で県が４分の３、市が４分の１

を負担しますが、県負担分を一般会計で歳入し、市

負担分と合わせて後期高齢特別会計に繰り出しを

しております。 

 次に、歳出の主なものでありますが、総務費３，

４０５万円は、人件費、一般管理費及び徴収事務費

であります。 

 その下の後期高齢者医療広域連合納付金１１億

３，７９３万８，０００円は、徴収した保険料や保

険基盤安定繰入金を広域連合に納付するものであ

ります。 

 ４行目の諸支出金２４１万６，０００円は、過年

度分保険料の過誤納収納金還付金と２９年度決算

確定による一般改定繰出金等であります。この結果

により、歳入歳出差し引き２，８８１万９，０００

円の繰り越しとなりますが、これは決算確定により、

一般会計繰入金の精算分と出納閉鎖期間に徴収し

た保険料でありまして、保険料につきましては、令

和元年度に広域連合に納付することになります。 

 歳入歳出の決算事項明細につきましては、歳入歳

出決算書の４９０ページから４９９ページに記載

しておりますので、後ほどご清覧いただきますよう

お願いいたします。 

 続きまして、実質収支に関する調書についてご説

明をいたします。 

 決算書の６００ページをお開きください。特別会

計の左から３列目です。歳入総額は１２億３２２万

３，０００円、歳出総額は１１億７，４４０万４，

０００円、歳入歳出差し引き額は２，８８１万９，

０００円であります。よって、実質収支額は２，８

８１万９，０００円となりました。 

 以上でございます。よろしくご審議賜りますよう、

よろしくお願いします。 

○委員長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり認定す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ご異議なしと認めます。よ

って、第９０号議案は、原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

 次に、第９３号議案、平成３０年度豊岡市霊苑事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題と

いたします。 

 当局の説明を求めます。 

 今井課長。 

○生活環境課長（今井 謙二） 平成３０年度豊岡市

霊苑事業特別会計歳入歳出決算について、ご説明い

たします。 

 決算書の５７５ページをごらんください。歳入総

額は４，０２７万３５５円、歳出総額は３，２６４

万９，５２７円、歳入歳出差し引き額は７６２万８

２８円で、令和元年度への繰越額となります。 

 事業の概要を説明をいたしますが、別冊の主要な

施策の成果を説明する書類のほうをごらんいただ

きたいと思います。 

 ５３ページをお願いします。まず、西霊苑ですが、

総区画数１，３１１区画のうち、未使用区画数は、

平成２９年度末には３１区画でした。平成３０年度

に１６区画の返還があり、新規に６区画の使用許可

をいたしましたので、４１区画が次年度への繰り越

し数となりました。 

 次に、東霊苑ですが、第１期工事分３２３区画の

うち、未使用区画数は平成２９年度末には１９８区

画でした。平成３０年度に１区画の返還があり、新

規に３区画の使用許可を行いましたので、１９８区

画が次年度への繰り越し数になりました。 
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 主な工事、事業概要といたしましては、霊苑の整

備、保全に要する資金の確保を目的に設置した、霊

苑整備基金に２，６８５万７，１９１円を積み立て

をいたしました。 

 工事の内容としましては、５４ページですが、西

霊苑で擁壁の補修工事、東霊苑で水路の敷設工事を

実施しました。 

 歳入歳出決算事項別明細につきましては、決算書

５７８ページから５８１ページに記載しておりま

すので、ご清覧いただきますようにお願いいたしま

す。 

 説明は以上です。 

○委員長（竹中  理） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 松井委員。 

○委員（松井 正志） 霊苑事業、大変な状況だなと

いうふうな認識でおるんですけども、一番当初に立

てたときの収支計画、収支見通しというか、いつご

ろ、どのぐらい区画が必要になって、全体収支がど

うなるかという計画がたしかあったと思うんです

けども、それに対して、今回、基金をつくられたと

いうことは、将来にわたって何かそういうことを準

備されてる、要するに将来の負担に備えて考えられ

たということなので、中身の説明はいいんですけど

も、そういう計画というのは見直しをされたことが

ありますか。 

○委員長（竹中  理） 今井課長。 

○生活環境課長（今井 謙二） 収支としましては、

起債の償還のほうにつきましては、一括で一般会計

のほうでできましたので、その後の収支ということ

でいいますと、きっちりした計画はないかとは思い

ますが、ただ、今の状況で東霊苑の２期工事分に入

るという状況にはなっておりませんので、その辺は

使用状況を見ながら検討していくことにはなるか

と思いますが、今、何年に次の工事に入るというこ

とは、まだ決まっておりません。 

○委員長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 私もあんまり詳しくは把握は

してないんですが、この返還が西霊苑で１６、東霊

苑で１区画あったってありますが、この理由などに

ついては、どのようなことだったんでしょうか。 

○委員長（竹中  理） 今井課長。 

○生活環境課長（今井 謙二） 一番多い理由としま

しては、遠方のため管理がしにくいと、こちらにい

らっしゃらない方が、息子さんとかが都会に出てし

まって近くにいないから管理がしにくいので、自分

の居住地の近くに持っていきたいという理由で返

されることが一番多いです。 

○委員長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） そしたら、その場合、どうい

うんですか、墓の墓石とかそんなんは、その所有者

の方で処理されるということですか。 

○委員長（竹中  理） 今井課長。 

○生活環境課長（今井 謙二） 霊苑の貸し出しして

る区画につきましては、もとのとおりに戻していた

だきまして、その上で返還をしていただくというこ

とになっております。 

○委員長（竹中  理） いいですか。 

 ほかになければ。よろしいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり認定す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（竹中  理） ご異議なしと認めます。よ

って、第９３号議案は、原案のとおり認定すべきも

のと決定しました。 

 以上で、市民生活部に係る審査を終了します。 

 市民生活部、各振興局の皆さんは退席していただ

いて結構ですので、ご苦労さまでした。ありがとう

ございました。 

 じゃあ、委員会を暫時休憩します。再開は１時１

０分です。 

午後０時１０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時０８分 分科会再開 
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○分科会長（竹中  理） それでは、定刻より少し

早いですけども、始めたいと思います。よろしくお

願いします。予定した時刻よりもちょっと早目にス

ムーズにいっとりまして、ちょっと早目の招集でよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、分科会を再開をいたします。 

 まず、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一般会

計歳入歳出決算の認定について、地域コミュニティ

振興部所管分を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明のほ

うをよろしくお願いします。 

 一般会計につきましては、歳入歳出、続いて、所

管に係る歳入、財産調書の順でお願いします。 

 なお、審査時間に限りがありますので、所管事項

を逐一説明するのではなく、新規事業や平年と比較

して変化の著しい事業等を抜粋して説明をお願い

します。説明に当たっては、資料のページ番号と発

言の最初に課名と名字をお願いをいたします。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定について、組織順に説明

をお願いします。 

 はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） どうぞよろしくお願

いいたします。 

 決算書は１０７ページをごらんください。真ん中

よりちょっと上なんですが、子どもたちが豊岡で世

界と出会う音楽祭開催事業費について説明いたし

ます。 

 平成３０年６月５日から１０日までの６日間、市

内小・中学校での訪問コンサートや子供たちのため

のコンサート、市内６カ所での街角コンサート、３

カ所での有料コンサートなどを行い、延べ２１回、

３，９５１人にすてきな音楽をお届けしました。 

 そのために支出した経費が６９３万３，１２１円

となっております。主なものとしましては、事業委

託料、バイオリンコンサートの委託料６１０万円と

なっております。 

 続きまして、１２９ページをごらんいただきたい

と思います。真ん中の枠の真ん中、市民プラザ事業

費について説明をいたします。 

 市民プラザでは、市民の創作活動を支援する、こ

こにありますアートスクールから、新作の「田道間

守」まで、６つの事業を委託により実施しておりま

す。総事業費につきましては、１，７０５万４，５

４８円、１８７人の方がワークショップを体験した

り、創作に加わり、８９５人の方々が、その成果の

演劇等をごらんになりました。 

 続きまして、３７９ページをごらんいただきたい

と思います。下から３行目でございます。生涯学習

サロン整備事業費について説明いたします。 

 １ページめくっていただいて、３８１ページをご

らんください。上から４行目でございますけども、

生涯学習サロン用土地及び建物の取得費が、それぞ

れ４，０４０万円、それから２，０３０万４，００

０円、それから、不動産及び飲食店舗の移転保障費

が９１２万１，１５２円、さらに設計作業中に取得

した建物に不同沈下が認められましたので、現状の

対応策の検討をお願いした委託料２５８万４，４４

０円を支出しております。 

 続きまして、３８９ページをごらんください。下

から６行目でございます。竹野青少年野外活動施設

管理費について説明いたします。 

 １ページめくっていただいて、３９１ページをご

らんください。上から３行目でございますが、補修

工事でコテージ５棟の屋根と浴室を修繕させてい

ただいてます。 

 それから、その枠の下のほうになりますが、子ど

もの野生復帰事業費について説明をさせていただ

きたいと思います。 

 ３０年度につきましては、コースを周年型、単発

型、成人対象の３コースとしまして、それぞれ委託

先の選定に公募型プロポーザル方式を導入してお

ります。結果、延べ周年型６回で４８０人、それか

ら単発型３回で８６人、それから成人対象で４回で

２５人に体験プログラムを提供し、その経費が８５

９万１，２３５円となっております。 

 こちらから、ちょっと図書館にかわります。 
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○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○生涯学習課参事（上田 健治） 申しわけありませ

ん。よろしくお願いします。 

 私からは、図書館に係る分の歳出のご説明をいた

します。 

 まず３９２ページ、３９３ページをごらんいただ

きたいというふうに思います。６目図書館費につい

て、ご説明を申し上げます。 

 先ほど委員長からもありましたとおり、主に昨年

と変わったところのみ、ご説明をさせていただきま

す。 

 ページは飛んで申しわけありませんが、次の３９

５ページをごらんいただきたいと思います。備考欄

の図書館費についてご説明いたします。 

 中ほど、ちょっとわかりにくいんですけども、１

４行目に事業用備品でございます。これにつきまし

ては、本館に視覚障害者向けの文字読み上げ機器を

導入いたしました。 

 それと、老朽化しました城崎、竹野、出石の各分

館のブックポスト、これは閉館時に本を返却するた

めに設置をしておるものでございますが、それを更

新するため、それぞれ購入いたしました。 

 続きまして、同じ３９５ページの下段ですけども、

図書館費繰越明許分です。下から５行目の、まず、

整備工事費についてですけども、本館前の旧県庁門

横に屋根つきの身体障害者用駐車場を整備し、あわ

せて玄関入り口まで、図書館の自動ドアのところま

で、雨にぬれないように行けるようにということで、

ひさしを設置したものでございます。 

 その次の談話室等でございます。これは、本館の

１階の開架スペースの一部に豊岡市図書館未来プ

ランというのに基づきまして、談話スペース、いこ

いの間、いこいの庭を整備しまして、あわせてＡＶ

ブース、トイレの便座等、司書施設の一部を快適に

使用していただくように改修をしたものでござい

ます。平成３０年７月１４日にリニューアルオープ

ンさせていただきました。 

 ちょっと順序は逆になるんですけども、その上の

投資委託料ですけども、これらはそれら工事の設計

監理に係るものでございます。 

 最下段になりますけども、下からの２行目の補修

工事費等につきましては、映像機器等、ＡＶブース

の移転等を行いました関係で、不要になりました設

備の撤去に係るものでございます。図書館部分につ

いては以上です。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 引き続き、当課が所

管する決算部分について、説明をさせていただきま

す。 

 ４０９ページをごらんください。下から３分の１

のあたりでございますけども、植村直己冒険館機能

強化事業費について説明をいたします。 

 植村直己冒険館を民間事業所の参画を得まして、

リニューアルだとか増築して、長期にわたって管理、

運営する機能強化事業を進めております。 

 平成３０年度は事業者の募集要項や仕様書に当

たる要求水準書を策定し、１１月１日から１２月２

５日まで募集しましたところ、１グループから応募

がありました。決算書には、それら、策定や支援に

係る費用２，０３１万４，８００円を中心に記載し

ております。 

 その後、応募のあった１グループは、審査を終え

まして、優先交渉権者に選定され、事業契約の締結

につきまして、今議会に提案をさせていただいてお

ります。 

 続きまして、歳入について説明をさせていただき

ます。 

 ５７ページをごらんください。真ん中のより少し

上なんですが、一般寄附金でございます。このうち、

この５０８万円のうち、子どもたちが豊岡で世界と

出会う音楽祭へと、３２３万円をいただいておりま

す。 

 続きまして、１ページめくっていただいて、５９

ページをごらんください。今度、下の３分の１あた

りでございますけども、財政調整基金の繰入金５億

４，２４０万５，０００円のうち、３９２万８，０

００円は、子どもたちが豊岡で世界と出会う音楽祭

開催事業費に係るものでございます。 
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 同じページの一番下でございます。植村直己顕彰

基金繰入金ですが、先ほど説明をさせていただきま

した機能強化事業の財源として、１，１６１万５，

０００円を繰り入れております。 

 １枚めくっていただきまして、６１ページをごら

んください。上から３つ目の備考欄の３つ目の枠で

ございますけども、地域振興基金の繰入金です。こ

のうち２００万円につきましては、子どもの野生復

帰事業費の財源に充てております。 

 それから、飛びまして８１ページをごらんくださ

い。中ごろの社会教育施設整備事業債、こちらのほ

うですが、生涯学習サロン整備用地、それから、整

備建物の取得費の財源として、６，６３０万円を充

てております。さらにその下、繰越明許分でござい

ますけども、先ほど館長のほうから説明がありまし

た整備費の財源に５，５１０万円充てております。 

 続きまして、財産調書について説明をさせていた

だきます。 

 ６０４ページをごらんください。公共用財産のそ

の他の施設の下から３行目でございます。仮称、生

涯学習サロン整備用地として、４７８．１０平方メ

ートルを土地開発基金から取得しております。 

 続きまして、１枚めくっていただきまして、６０

７ページをごらんください。これも下から３行目で

ございますが、仮称、生涯学習サロン整備用建物７

１３．４１平方メートルを、土地開発基金から取得

しております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ、米田課長。 

○文化振興課長（米田 紀子） 失礼します。それで

は、文化振興課分について説明をさせていただきま

す。 

 まず、１０１ページ、お願いします。一番下のと

ころです。財産管理費です。財産管理費の一番下な

んですけど、修繕料、このうち文化振興課分は５６

万１，６００円で、日本・モンゴル民俗博物館の玄

関、風除室内壁にちょっとクラック等が発見された

ため、早急に修繕をさせていただいたものです。 

 それから、ちょっと飛びまして４０７ページです。

４０７ページの上から３行目、美術館管理費でござ

います。この中のちょっと下のほうに行っていただ

いて、業務委託料、真ん中あたりにあるんですけれ

ども、この業務委託料のうち２つ目の絵画修復業務

３００万２，４００円、これは絵画修復業務なんで

すけれども、５カ年の計画で、作品２０点の修復業

務をしてまいりました。昨年が最終年度で、予定し

ておりました３点の絵画の修復が無事終わりまし

た。今後は作品展示、それから、他館とのさらなる

交流を図ってまいります。 

 それから、続きまして、４１３ページごらんくだ

さい。真ん中のあたりです。住吉屋歴史資料館管理

費、この中の同じく委託料なんですけれども、業務

委託料の２つ目、額装業務５０５万９，８００円を

支出しております。これは、仲田光成の諸作品なん

ですけれども、未表装のものがあったんですが、こ

れを毎年少しずつ、額装しておったんですけれども、

昨年はもう残っておりました２８点につきまして、

全額、全部表装をさせていただきました。ちょっと

下にあります、指定管理料３８０万円の指定管理料

とともに、過疎対策事業債を充てて、額装させてい

ただきました。こちらも作品の安全な保存管理がで

きるようになりましたので、また、一般公開に向け

ていろいろと検討していきたいと思っております。 

 それから、歳入のほうです。３９ページ、ごらん

ください。戻っていただいて、３９ページです。真

ん中あたり、ちょっと下なんですけれども、国庫補

助金の社会教育費補助金、この中の枠の一番下のと

ころで、文化芸術振興費補助金１，５５０万３，０

００円でございます。この中の文化振興課分は、５

９７万８，０００円でございます。これは、参加型

演劇の学校公演、それから、昨年から始めました出

石永楽館での子ども歌舞伎ワークショップ、それか

ら、市民会館実施事業ですけれども、お出かけ訪問

コンサートなど、計７事業に対しての事業費に対す

る補助金をいただいております。約２７．４％です

ね、約３割の補助金をいただいております。 

 最後ですけれども、基金の状況です。６１７ペー

ジ、飛んでいただいて、財産調書の基金の状況でご
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ざいます。文化振興課、３つ持っておりまして、上

から６つ目の豊岡市立美術館、伊藤清永記念館管理

基金です。この２９万９，０００円の減額分ですけ

れども、備品購入のために取り崩した３０万円と利

子との差額でございます。 

 それから、２つ下、仲田光成記念基金、これは５

４万１，０００円を積み立てしておりますが、仲田

光成作品の防虫処理費用等で取り崩した金額と、そ

れからふるさと納税でいただいた寄附金がござい

ましたので、その差額５４万１，０００円を積み立

てさせていただいております。 

 それから、その下の東井義雄遺徳顕彰基金、こち

らですが、こちらは東井義雄の心を伝える推進事業

補助金、それから、学校に配りました教育副読本の

購入に充てるため、３２万８，０００円を取り崩し

ております。 

 文化振興課は簡単ですけれども、他の事業につき

ましては、例年どおり支出させていただいておりま

すので省略させていただきます。 

 市民会館に移ります。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○文化振興課参事（小川 一昭） 私のほうからは、

豊岡市民会館管理費と出石文化会館管理費のほう

をご説明させていただきます。 

 まず３９７ページをごらんください。豊岡市民会

館管理費では、昨年７月、梅雨前線に伴う大雨によ

る被害のため、文化ホール棟ホワイエ屋上防水修繕、

また、駐車場土砂除去作業を行いました。 

 また、文化ホールのプロジェクター一式を購入い

たしております。 

 次に、３９９ページをごらんください。こちらの

ほう、中ほどから少し下になりますが、出石文化会

館管理費では、使用停止に伴う立ち入り防止柵設置

作業を行いました。多目的ホール、こちらのほうは

隣接されたホールでございましたが、こちらではワ

イヤレスマイク設備、エアコン集中リモコン、軒樋

修繕などを実施しております。 

 次に、財産調書になります。６０４ページの一番

下でございます。こちらにつきましては、出石文化

会館の廃止に伴い、普通財産へ移管しております。 

 次に、６０８ページの中ほどをごらんください。

こちら、旧出石文化会館ということで、こちらのほ

うは、先ほど申しました行政財産から普通財産のほ

うへ移管しておりますので、こちらのほうの明記し

ております。以上でございます。 

○分科会長（竹中  理） 櫻田室長。 

○新文化会館整備推進室長（櫻田  務） 失礼しま

す。４０１ページをごらんください。市民会館等管

理費の枠の半分よりちょっと下でございます。新文

化会館整備事業費でございます。報償金、費用弁償

につきましては、ことし３月に策定しました基本構

想に係る策定委員会を計４回開催しました費用で

ございます。一番下のほうになります、業務委託料

でございます。その基本構想を策定するために、支

援業務を委託したものでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○分科会長（竹中  理） 池内課長。 

○スポーツ振興課長（池内 章彦） ３９９ページを

お願いします。中ほどですけれども、日高文化体育

館管理費の補修工事費ですが、玄関ホール屋根の雨

漏り改修工事を行いました。 

 続きまして、４２１ページをお願いします。４２

１ページの上段ですけど、オリンピック・パラリン

ピック推進事業費ですが、ドイツ、フランスの代表

チームに対して、事前合宿、強化合宿の誘致を進め、

１１月にはドイツ代表チームと事前合宿の受け入

れについての協定を締結をしました。また、日本ボ

ート代表強化合宿も３年連続で受け入れ、食支援と

して、コウノトリ育むお米をＪＡたじまと共同で提

携をしました。 

 次のページをお願いします。中ほどの城崎ボート

センターの管理費の事業用備品ですけども、競技用

のボートやトレーニング機器を購入をしておりま

す。 

 その下の中竹野ふるさと館管理費ですが、工事で

つり天井の耐震化、それから照明のＬＥＤ化工事を

行っております。 

 次のページをお願いします。一番下、こうのとり
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スタジアムの管理費ですけども、補修工事としてト

イレの一部洋式化を行っております。 

 次のページをお願いします。一番上の出石野球場

の管理費ですけども、大規模改修工事として、グラ

ウンドの排水対策、人工芝生化、それから防球ネッ

トの設置、照明のＬＥＤ化、スコアボードの改修を

行いました。 

 次のページをお願いします。上から２つ目の項目

の神鍋山周遊公園管理費ですが、補修工事費として、

雨等の侵食により、走路として使用できない路線の

舗装を行いました。 

 その下の神鍋野外スポーツ管理費の負担金です

けども、センター棟エントランス事務所内の照明Ｌ

ＥＤ化、センター棟の給湯の配管の修繕に伴う負担

金になります。 

 一番下の運動公園整備事業費ですけども、平成２

８年１２月２７日に本契約を締結をして、移転工事

を開始をし、新たに玄武洞スポーツ公園として、平

成３０年７月３０日に竣工をしました。 

 続きまして、歳入ですけども、５７ページをお願

いします。上から１０行目になりますが、電力売電

売り払い収入で、玄武洞スポーツ公園の太陽光発電

ですが、管理棟に３．５２キロワットアワーの太陽

光発電設備をしており、その収入になります。 

 ７１ページをお願いします。中ほどですけども、

光熱水費等使用者負担金の玄武洞スポーツ公園、７

万６，３６３円は、工事に係る水道使用料の負担金

になります。 

 それから７３ページをお願いします。下から９行

目のスポーツ振興くじ助成金ですけども、出石野球

場の大規模改修に１億４，４００万５，０００円と

神鍋高原マラソン全国大会の運営費助成に３８３

万１，０００円を収入をしております。 

 続きまして、財産調書６０４ページをお願いしま

す。まず、説明に入ります前に、行政財産の土地と

建物に関する調書につきまして、円山川運動公園の

国土交通省への売却分と円山川公苑内の陸上競技

場便所の移動につきまして、２９年度に報告すべき

ところを失念をしておりまして、今回の報告になり

ましたことをおわび申し上げます。 

 では、説明させていただきます。一番下のその他

の施設のうち、円山川運動公園につきまして、移転

事業に伴い移動しております。整理の中で国土交通

省名義の土地がありましたので、削除を１件してお

ります。６万８，２６９平米につきましては、平成

２９年４月１７日に売却をしたものです。その次の

６，６７２平米は、市有地分ですが、普通財産に移

管をしております。 

 次のページをお願いします。中段ですけども、公

園の欄です。非木造分として、円山公苑内にありま

す豊岡総合スポーツセンターの陸上競技場の便所

につきまして、古いものを取り壊して、新たに新築

したものです。それから、一番下のその他の施設の

うち、木造分として、玄武洞スポーツ公園の管理棟

の新築をしております。また、非木造分として、円

山川運動公園の管理棟を取り壊しをして、玄武洞ス

ポーツ公園のトイレ棟を新築をしております。 

 次のページをお願いします。普通財産、土地に関

する調書ですけども、中段の雑種地のところです。

旧円山側運動公園の敷地６，６７２平米は、行政財

産から普通財産に移管をしております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 済みません、説明を

１つ漏らしておりました。大変申しわけございませ

ん。 

 ６１７ページをごらんください。財産調書のうち

の基金について説明を漏らしておりました。上から

７行目でございます。植村直己顕彰基金ということ

で、年度末の現在高につきましては、１億３，２５

３万７，０００円ということになっております。以

上です。 

○分科会長（竹中  理） 以上で全てでいいですね。 

 それでは、説明は終わりました。 

 質疑、意見等はありませんか。ありませんでしょ

うか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） １点だけ、ちょっとお聞きす
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るんですが、植村直己冒険館の事業者というのは、

前、議案のほうでどっか見たかもわかんない、どこ

の事業者さんでしたかしら。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○生涯学習課長（大岸 和義） 済みません、あした

の件と思って、ちょっと資料を持ってきてないんで

すが、代表企業がアップかんなべを指定管理受けて

運営してます、アドバンスさんです。それから、建

物の設計施工につきましては、元建物を設計された

栗生事務所、それから、建築は竹野の中川工務店さ

ん、あと展示につきましては、第１期にお世話にな

りました丹青社さんというようなとこら辺が参加

していただいています。 

○分科会長（竹中  理） いいですか。 

 ほかに、よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（竹中  理） それでは、以上で質疑の

ほうを打ち切りたいと思います。 

 以上で、地域コミュニティ振興部に係る説明、質

疑は終わります。 

 地域コミュニティ振興部の皆さんは退席してい

ただいて結構です。ありがとうございました。ご苦

労さまでした。 

 それでは、分科会を暫時休憩します。休憩は５０

分まで。 

午後１時３８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時５０分 分科会再開 

○分科会長（竹中  理） それでは、分科会を再開

をいたします。 

 当局から説明補助員として、こども教育課、坂本

課長補佐を出席させたいとの申し出があり、許可を

しておりますので、ご了解をいただきたいと思いま

す。 

 それでは、時間がご案内した時間よりも大分早か

ったので、ちょっと去年の参考にしておりましたの

で、大分早くなってしまいました。 

 それでは、審議をしたいと思います。第８７号議

案、平成３０年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認

定について、教育委員会所管分を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で一気に説明をお

願いします。 

 一般会計におきましては歳出、続いて所管に係る

歳入、財産調書の順でお願いします。 

 なお、審査時間に限りがありますので、所管事項

を逐一説明するのではなく、新規事業や平年と比較

して変化の著しい事業等を抜粋して説明をお願い

します。 

 説明に当たりましては、資料のページ番号、また

は発言の最初に課名と名字を必ずお願いします。 

 質疑は説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、第８７号議案、平成３０年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算の認定について、組織順に説明

をお願いします。 

 はい。 

○教育総務課長（永井 義久） 失礼します。決算書

の歳出、３６７ページをごらんください。３６７ペ

ージになります。よろしいでしょうか。 

 上のほうの枠ですけども、小学校施設の整備費に

なります。こちらのほうは、委託料と整備工事費と

いうふうになっておりまして、委託料のほうが、小

学校２６校の設備の設計と電源の設計、設備の設計

は２６校、それから電源設備は８校というようなこ

とで、２，４００万円余りの委託料になっておりま

す。 

 その下でございますけども、整備費工事費でござ

います。こちらが田鶴野、城崎の小学校の空調の工

事、それから、電源工事につきましては港東、それ

から港西の小学校の２校の工事となっております。 

 次に、３７１ページをごらんください。ちょうど

真ん中から下の枠になります。中学校の整備費にな

ります。こちらも委託料と整備工事費につきまして、

ご説明をさせていただきます。 

 中学校につきましては、委託料のほうが屋内運動

場の非構造部材の落下防止対策の実施設計となっ

ておりまして、港、竹野、出石、但東の４校の実施

設計をしております。 

 それから、工事費のほうでございますけども、こ
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ちらは済みません、ほかの、ごめんなさい、４校に

つきまして工事をやっておりますけども、豊岡南、

北、城崎、それから日高東、日高西の５校の非構造

部材の工事費がここで上がっております。空調工事

につきましては、豊岡北、港、竹野、それから城崎

の工事になっています。 

 次に、３７３ページをごらんください。こちらは

幼稚園のほうになりますけども、工事費が上がって

おりますのは、３７５ページのほうになります。整

備工事費、上から４行目をごらんください。主にプ

ール改修でありますとか遊具、それからブロック塀、

空調、屋根の補修などの工事費がここで上がってお

ります。 

 続きまして、３８５ページになります。文化財の

関係になりますけども、ちょうど真ん中あたりにな

ります。山名氏城跡整備事業になります。有子山の

石垣遊歩道の補修工事、それから誘導看板の修繕を

この中で行っております。 

 次に、３８７ページ、こちらは但馬国分寺跡整備

事業になります。真ん中あたりになります。ちょう

ど下から１０行あたりに土地購入費、それから補助

金とございますけども、国分寺跡の整備事業に係り

ます土地取得と物件の移転補償の経費になってお

ります。 

 続きまして、４０５ページになります。博物館の

整備関係が上から、こちらも１０行ほどのところに

ございますけども、整備工事費としまして、事務所

移転に係る改修、それから展示のリニューアルなど

の工事費がここで上がっております。 

 それから、続きまして、給食センターが４３１ペ

ージになります。こちらのほうが、済みません、タ

イトルだけでございますけども、４３３のほうに具

体的な委託料と事業備品を上げておりますけども、

ちょうど真ん中あたりに４，１００万円ほどのもの

が、給食配送車の業務の委託料でございます。 

 それから、枠の６行目ぐらいに、事業備品がござ

いますけども、こちらは給食センターの揚げ物器１

台、１，８００万円ほどするような機械のものがこ

こで上がっております。 

 次に、歳入のほうに移ります。歳入、３１ページ

をごらんください。よろしいでしょうか。こちらは、

博物館の入館料になります。上から３つ目の枠の４

行目にございます、７４万３，０００円余りでござ

いますけども、入館者数が６，５００人、昨年より

６００人ほど減っておりますけども、リニューアル

工事によります休館が大きな要因ではないかとい

うようなことを思っております。 

 続きまして、補助金のほうに入ります。３９ペー

ジをごらんください。国庫補助金の部分が真ん中あ

たりにございます。小学校、それから幼稚園、社会

教育費の補助金になります。真ん中の枠の小学校の

補助金のブロック塀、冷暖房設備対応臨時交付金、

８３８万円余りのものでございますけども、こちら

は豊岡小、八代小のブロック塀対策と空調の田鶴野

小、城崎小の部分になっております。収入未済が上

がっておりますけども、翌年度繰り越しでございま

す。９，９００万円です。 

 その２つ下が幼稚園の補助金でございます。ブロ

ック塀、ひかり幼稚園が対象になっております。こ

ちらもその他につきましては、翌年度の繰り越しに

なっています。 

 次の枠の埋蔵文化財、それから、国宝重要文化財

等の補助金でございます。こちらは、但馬国分寺跡、

それから袮布ヶ森遺跡などの発掘調査に係ります

国庫補助、２分の１をいただいています。 

 それから、先ほど歳出のほうでありました、山名

氏城跡の整備事業に係ります、石垣等の修理の国庫

補助金が２分の１になっております。但馬国分寺跡

の国庫補助金につきましては、補助率が５分の４と

いうようなものでございます。 

 次に、県補助は国庫補助の関係がございますが、

ここは省略させていただきます。 

 次に、５７ページごらんください。寄附の関係に

なります。中段から少し下になりますけども、奨学

基金の寄附金、それから設備整備寄附金というもの

がございます。こちらは、竹野の個人の方から奨学

金にということで１０万円と、それから、明治安田

生命のほうから２万円余りの寄附をいただいてお



 33

ります。その下でございますけども、但東の企業の

方から、楽器購入につきまして、寄附金５０万円を

いただいております。 

 続きまして、６５ページになります。学校給食費

の徴収金ということで上げております。こちらのほ

うは、収納率でございますが、現年度分につきまし

ては９９．８５％、滞納繰越が１２．６９％、合計

で９６．０７％の徴収率ということで、合計ですが

２億９，９００万円余りの徴収金をいただいており

ます。 

 次に、８１ページの市債の関係になります。ちょ

うど真ん中の枠になりますけども、小学校債、中学

校債、幼稚園債、社会教育債がございますけども、

それぞれ空調整備、小学校につきましては空調整備

の部分とブロック塀でございます。空調につきまし

ては、田鶴野、港東、港西、城崎でございます。ブ

ロック塀につきましては豊岡小、八代小に係ります

学校教育施設等の整備事業債というものを活用さ

せていただいております。 

 その下の中学校になります。中学校の空調につき

ましては、豊岡北、港、城崎、竹野の分でございま

すけども、合特債、それから過疎債というものを活

用しております。 

 その下、非構造部材等の耐震化につきましては、

こちらは中学校９校ですね、に係る防災・減災事業

債を活用しております。 

 その下になりますけども、幼稚園につきましては、

豊岡ひかり幼稚園に係ります学校教育施設等整備

事業債というものでございます。 

 次に、その下になります、歴史博物館というとこ

ろ、２，０００万円ございますけども、こちらのほ

うにつきましては、博物館の整備工事に係ります合

特債ということで活用しております。 

 次に、財産調書になります。６０２ページをごら

んください。こちらは、上から４行目になりますけ

ども、土地につきましては、左から土地地籍という

ところがございますけども、左から２列目で、学校

の欄、ごらんいただきたいと思いますけども、４，

１２５．３６平米の減というふうになっています。

建物につきましては、増減の関係ですけども、右か

ら２列目になります。３４７平米の建物減になって

います。 

 内訳につきまして、ご説明をさせていただきます。

６０４ページをごらんください。こちらのほうです

けども、学校につきましては、先ほどの４，１００

の内訳を上げております。ごらんの高橋幼稚園から

豊岡北中学校までの、土地に関する面積の減でござ

います。売買したものであったり、それから、所管

変更というものがあったものが減になっています。

それから、下から２つ目の但馬国分寺史跡等の用地

でございますけども、これは買収に係る増というこ

とになります。その他、所管がえ等でございます。

ごらんのとおりでございます。 

 それから、６０７ページをごらんいただきたいと

思います。こちらは建物に係りますものです。上か

ら４列目ですけども、学校関係でございます。日高

西中、それから小坂幼稚園の園舎というところにな

っておりますけども、取り壊しが２９年度になって

おりまして、２９年度で上げるべきところが、３０

年度の中でなっております。掲載ミスといいますか、

掲載漏れということで、大変申しわけないことをし

ておりまして、おわび申し上げます。それから、そ

の他の施設で、合橋認定こども園の園舎増築という

ところですけども、こちらのほうはトイレ改修につ

きまして、若干面積がふえたというものでございま

す。 

 それから、基金になります。６１７ページをごら

んください。６１７ページの真ん中から少し下にな

りますけども、交通遺児奨学基金、年度中の増減が

２万２，０００円ということで、活用はございませ

んでして、基金利息のみということでお願いしたと

思います。 

 それから、その３つ下になりますけども、奨学金

の基金でございます。こちらは９４万５，０００円

ふえておりますけども、水道事業会計から７０万円

の繰り入れをしておりますのと、先ほど申しました

寄附が１２万円、それから、基金の利息が１２万４，

０００円ということで、合計９４万５，０００円積
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み立てています。 

 以上でございます。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○こども教育課長（飯塚 智士） それでは、まず、

歳出のほうから説明をいたします。 

 １６５ページをごらんください。１６５ページの

上から１１行目になります。英語教育推進事業です

が、３，２９０万２，１３５円、決算額上げており

ますが、２０１８年度も全小学校にＡＬＴのほうを

配置しました。新規事業といたしまして、中学校３

年生を対象としたイングリッシュサマーキャンプ、

これを実施しましたところ、２８名の生徒の参加が

ございました。 

 続いて、同じく１６５ページの上から１９行目、

ふるさと教育推進事業費です。ふるさと教育推進事

業費につきましては、２７５万８，１９５円のうち、

こども教育分は２０６万５，５１５円となりますが、

その内訳はふるさと教育の実施に１８９万３，２１

９円、但東中学校の商業体験活動に１７万２，２９

６円になっております。 

 続きまして、３５１ページをごらんください。３

５１ページの上から６行目、学校教育事務局費につ

きまして、説明をいたします。これにつきまして、

４，４３０万３，１５７円、決算額上げております

が、これはまず、就学援助事務全般を正確で迅速か

つ効率的に行うための就学援助システム導入、それ

と学校の働き方改革を進めるために、校務支援シス

テム、これを導入したものになります。内訳としま

しては、就学援助システムが保守点検等も含めまし

て、３３３万３，９６０円、校務支援システムのほ

うが、３，５１０万円の決算額というふうになって

おります。 

 続きまして、３５３ページ、一番上のところにな

りますが、スクールバス運行管理費４，６０８万４，

４４９円、このうち事業用備品の６９２万４，２７

０円、これにつきましては、城崎のスクールバスが

１５年経過をして劣化してきたために、新たに購入

をさせていただきました。 

 続きまして、次のページの３５５ページになりま

す。３５５ページの一番下の枠の上から６行目、教

育研修センター管理費７２８万９，２６９円になり

ますけども、このうち、この研修センター管理費の

うちの消耗品の５２０万５，８５１円、このうち４

９９万１，２３０円、これを実は道徳の教科化に伴

いまして、指導用の教科書及び指導書を購入したも

のとなります。 

 続きまして、３５７ページになります。これの３

枠目になりますが、３枠目の上から６行目、学校振

興事業費１，５１０万９，１２４円のうち、新学習

指導要領の実施に向けて、２０１８年度の１年限り

の委託事業というのがございまして、これが主体的、

対話的で深い学びの充実に向けた指導法について

の研究を行う県の委託事業というのがございます。

これに報償金５万円、それから費用弁償２万７，０

８０円、そして、消耗品が、ここに書かれておりま

す、１０４万２，９２０円のうち、４万２，９２０

円の計１２万円が、この１年限りの県の委託事業に

使用しております。 

 歳出の部は以上でございます。 

 続いて、歳入の部で５１ページ、お開きください。

５１ページの一番下、主体的、対話的で深い学び授

業改善促進事業委託金１２万円というものが、先ほ

ど説明した県の１年限りの委託金というものにな

ります。これは県が１０分の１０の委託ということ

で行いました。 

 こども教育は以上です。 

○分科会長（竹中  理） 続いて、木下課長。 

○こども育成課長（木下 直樹） それでは、２１７

ページ、上から２つ目ですけども、児童保育運営事

業費、お願いいたします。そのうちの報償金、それ

から費用弁償でございますけども、これは保育所等

のキャリアアップ研修の講師謝金、旅費でございま

す。キャリアアップ研修につきましては、８分野で

構成されておりますけども、３０年度以降、これが

民間への処遇改善の加算を受けるためには、一定分

野の研修が必要になったことから、その利便性を図

るために、本市でも研修を実施するものでございま

す。３０年度につきましては、幼児教育分野とマネ
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ジメント分野の研修を各２回実施しております。 

 それから、３行下、私立保育園施設給付費ですけ

ども、こちらは前年度比で、約１億３，７００万円

の減、それから、その２つ下の私立認定こども園施

設給付費、こちらのほうは約１億４，３００万円増

となっております。主な要因としましては、私立の

小坂保育園が市立の小坂幼稚園、それから小野幼稚

園と統廃合しまして、私立のおさかおのこども園が

平成３０年４月に開園しております。それによるも

のなどでございます。 

 それから、その下の地域型給付費につきましては、

平成３０年４月に小規模保育事業所であります、ス

マイリーハウス保育園が開園したことによりまし

て、約４，８００万円ほど増となっております。 

 それから、ちょっと下のほうでございますけども、

子ども・子育て支援交付金等事業費をごらんいただ

きたいと思います。この中で、一番下ですけども、

保育所等改修等支援事業費、こちらにつきましては、

増加する０から２歳児の待機児童対策として、小規

模保育事業所整備に対して補助するもので、ことし

４月に開園しましたスプリングハウス保育園への

補助でございます。 

 それから、次のページ、２１９ページ、一番上に

なります。保育所等業務効率化推進事業費でござい

ますけども、こちらのほうは、保育士の業務負担を

軽減するために、ＩＣＴ化を推進しまして、そのシ

ステム導入に係ります費用の一部を補助するもの

でございます。出石愛育園、それからおさかおのこ

ども園に補助しております。 

 それから、その下の保育所等事故防止推進事業費

につきましては、安全・安心な保育環境の整備、確

保するために、備品購入、３０年度につきましては、

昼寝のチェックの器具を購入しております。その費

用の一部を補助するものでございます。城崎こども

園、それから蓼川保育園、蓼川第二保育園へ補助し

ております。 

 その下の保育体制強化事業費につきましては、保

育士の就労や職場環境を整備するために、保育支援

者の配置に要する費用の一部を補助するもので、城

崎こども園、おさかおのこども園へ補助しておりま

す。 

 次に、飛びまして、３５３ページ、幼保対策事業

費をごらんいただきたいと思います。その中の枠の

下から５行目、業務委託料の中の保育士等確保支援

業務でございますけども、こちらのほうは、保育所

等で働きがいや働きやすさを高める取り組みを推

進することで、保育士として働きたい人をふやそう

とする事業でございます。 

 それから、その下の保護者意識調査業務につきま

しては、子ども・子育て支援事業計画に係ります市

民アンケート調査を委託したものでございます。そ

の下の幼児教育・保育及び放課後児童のあり方計画

策定業務につきましては、あり方計画の策定に係り

ます支援業務の委託でございます。 

 次に、３６１ページ、上から３つ目の枠の認定こ

ども園運営費をごらんいただきたいと思います。そ

の枠の下から５行目ほどですけども、補助金でござ

います。そのうちの下から３行目です。私立認定こ

ども園振興事業費ですけども、これはスクールバス

運行委託料の補助及び通園費の補助を行うもので、

新たに開園しましたおさかおのこども園が今回追

加となっております。 

 次に、３７３ページ、上から１０行目ほどですけ

ども、こちらのほうですけども、運営事業費につき

ましては、前年度比較で約１００万円ほど減となっ

ております。その要因としましては、主に統廃合に

よりまして、市立の小坂幼稚園、それから小野幼稚

園が廃園したことなどによるものでございます。 

 次に、歳入お願いしたいと思います。２４ページ、

一番下でございますけども、特定教育・保育施設利

用者負担金、こちらのほうが、前年度比較で約１，

８００万円ほど減となっております。主な要因とし

ましては、統廃合によりまして、私立の小坂保育園

が廃園したことなどによります。 

 次に、３１ページ、お願いいたします。８の教育

使用料の中の上から２つ目でございます。幼稚園保

育料でございます。こちらのほう、前年度比較で約

３７０万円ほど減となっております。こちらのほう



 36

は、主な要因としましては、統廃合によりまして、

市立の小坂幼稚園と小野幼稚園が廃園したことな

どによります、利用者の減でございます。 

 次に、３７ページ、お願いします。１２行目の保

育所等改修費等支援事業費補助金、こちらにつきま

しては、賃貸物件等を活用した小規模保育事業所の

新設等に必要な経費の補助に対します国の負担分

でございます。負担割合は国が３分の２、市が１２

分の１、あと事業者のほうが４分の１となっており

ます。 

 その下の子どものための教育・保育給付交付金、

こちらのほうは、制度改正によりまして、前年、教

育・保育負担金からこの交付金のほうに変更されて

おります。それで、私立園への施設型給付費の国の

負担分です。負担割合は国が２分の１、県が４分の

１、市が４分の１でございます。 

 その下の保育所等業務効率化推進事業費補助金

でございますけども、これは保育士等の業務負担軽

減のためのシステム導入等に対します補助の国の

負担分でございます。負担割合は、国が２分の１、

市が４分の１、それから事業者が４分の１でござい

ます。 

 次の保育所等事故防止推進事業費補助金でござ

いますけども、こちらは、安全・安心な保育環境確

保のための備品購入に対します、その補助の国の負

担分でございます。負担割合としましては、国が２

分の１、市が４分の１、事業者４分の１ですけども、

本来でしたら、国の基本額としましては５２万５，

０００円入ってくるところなんですけども、この事

業につきましては、国のほうの２９年度からの繰り

越し事業となっておりまして、今回、３０年度につ

いては国の予算の超過によりまして、実際の交付決

定額は、このここにありますような２１万円となっ

ております。約３１万円ほど不足するんですけども、

こちらのほうの追加はございません。 

 その下の保育体制強化事業費補助金につきまし

ては、保育士就労や職場環境を整備するために、保

育支援者の配置等に対します、補助に対します国の

負担分でございます。負担割合は国が２分の１、県

が４分の１、市が４分の１です。 

 次に、４５ページ、お願いします。２つ目の枠の

下から３行目でございます。保育体制強化事業費補

助金でございますけども、こちらは保育士就労や職

場環境を整備するために、保育支援者の配置に対し

ます補助の、こちらのほうは県の負担分となります。 

 歳入は以上でございます。 

 次に、財産調書のほうですけども、６０４ページ

から６０７ページにあります行政財産に関する調

書の土地、建物でございます。その中で附表中の学

校の区分に中にあります、小坂幼稚園、こちらのほ

うの廃園に伴いまして、その一部を、下のほうのそ

の他の施設にございます、小坂放課後児童クラブ、

こちらのほうに所管がえしております。実際の児童

クラブのほうの設置場所につきましては、変更はご

ざいません。 

 以上でございます。新たな事業や大きく変わった

点等は以上でございます。そのほかにつきましては、

ほぼ例年どおりでございます。以上です。 

○分科会長（竹中  理） 以上ですか、ああ、以上、

わかりました。 

 説明は終わりました。 

 質疑、意見等はありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 小さなことで、先ほど、最後

に言われました小坂放課後児童クラブがどこかに

移られたということですか。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○こども育成課長（木下 直樹） 場所自体は変わっ

ておりません。ただ、これまで小坂幼稚園でしたん

ですけど、それが廃園になりましたので、もうそこ

が、旧小坂幼稚園を専用の、放課後児童クラブ専用

の施設として、所管がえさせていただいたいうこと

で、開設場所は変更はございません。 

○分科会長（竹中  理） 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 済みません、じゃあ、今まで

は幼稚園さんの都合とかで、使えないことがあった

んだけど、もうそれがなくなって、放課後児童クラ

ブだけで使えるようになったから、ここの施設とし
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ては、言ったら使い勝手がよくなったということに

なるんですかね。 

○分科会長（竹中  理） はい、どうぞ。 

○こども育成課長（木下 直樹） そのとおりでござ

います。 

○分科会長（竹中  理） よろしいですか。 

○委員（上田 伴子） はい。 

○分科会長（竹中  理） ほかに何かありましたら。

よろしいでしょうか。大丈夫ですか。 

 それでは、いいですか、大丈夫ですか。 

 じゃあ、質疑のほうを打ち切りたいと思います。 

 それでは、以上で説明及び質疑のほうは終わりま

したんで、この後、討論、表決は、後ほど委員のみ

で行いたいと思いますので、その際、意見及び要望

等があれば取りまとめを行いますので、よろしくお

願いします。 

 それでは、次回委員会は、あしたの１８日水曜日、

時間は９時半からで、場所はここの第２委員会室で

行いたいと思います。 

 それでは、教育委員会の皆さんはこれで退席して

いただいて結構です。お疲れさまでした。ありがと

うございました。 

 分科会を暫時休憩します。お疲れさまでした。 

 それでは、１０分間ほど休憩したいと思います。

４０分まで休憩します。 

午後２時２７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時３８分 分科会再開 

○分科会長（竹中  理） それでは、分科会を再開

をしたいと思います。 

 それでは、第８７号議案についての討論と表決を

行いたいと思います。 

 第８７号議案、平成３０年度豊岡市一般会計歳入

歳出決算の認定についてを議題とします。 

 第８７号議案については、既に質疑まで終えてい

ますので、討論から入ります。 

 討論はありませんか。 

 上田伴子委員。 

○委員（上田 伴子） 第８７号議案、平成３０年度

豊岡市一般会計歳入歳出決算認定について、反対の

立場で意見を申し上げます。 

 子ども医療費無料化の件なんですけれども、全国

的に見ても中学校卒業まで、通院も入院も無料のと

ころは、現在、約９割に達しています。高校卒業ま

での無料化に踏み切っているところも３割を超え

ています。子どもの医療費無料化を一貫して求めて

きました。特に３歳までの乳児医療費は、県下４１

市町のうち４０の自治体が無料です。有料は本市だ

けであり、子育て世帯への大きな支援である無料化

については、市民要望も強く、早急に実施に踏み切

るべきであります。３歳以下の乳幼児は抵抗力も弱

く、医療機関にかかる回数も多いため、子育ての世

帯にとっては、医療費が大きな不安要素でもありま

す。医療費を無料にして、安心して子育てができる

環境を整えるべきと言ってきました。子ども医療費

が含まれていない予算に反対もしてきました。 

 よって、決算に反対します。 

○分科会長（竹中  理） ただいま、第８７号議案

につきまして、子ども医療費等につきまして、反対

の意見がありました。 

 そのほかに、何かありませんか。 

 木谷委員。 

○委員（木谷 敏勝） きょう説明をいただきまして、

授業費に関しても、それから、教育関係にとりまし

ても、予算の執行をきっちりしていただいておりま

す。 

 また、医療費に関しましても、やっぱりそれなり

の手当をしているということもお聞きしました。ま

た、いろいろとご意見があることも踏まえて、懇談

会を持っていろいろと、今、研究の最中であるとい

うことも、きょう、お聞きしましたので、この認定

に関しては、認定すべきであるというのに何も問題

はないとして、認定すべきだとして賛成討論とさせ

ていただきます。以上です。 

○分科会長（竹中  理） ただいま、木谷委員のほ

うから、賛成の討論がありました。 

 そのほかに、何か委員の方でありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○分科会長（竹中  理） それでは、賛成、反対の

意見がありますので、挙手により採決をいたします。 

 本案は、認定すべきことに賛成の委員の挙手を求

めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（竹中  理） 賛成多数により、第８７

号議案は、認定すべきものと決定しました。 

 以上で、議案に対する審査を終了いたします。 

 それでは、次の分科会意見・要望ですけれども、

先ほど議案がありました、８７号議案に対する当分

科会の意見・要望として、予算決算委員会に報告す

べき内容について協議したいと思います。 

 本日中というか、きょうの分はきょうのうちにま

とめてしまいたいということで、要望・意見等があ

りましたら、まとめさせていただきたいと思います

ので、これだけは載せときたいということがありま

したら、よろしくお願いします。 

 どうでしょうか。要望・意見等がありましたら。

予算決算委員会のほうでつけるものですけども、特

にはないですか。 

 ないようでしたら、当分科会の意見・要望の案文

につきましては、正副分科会長に一任いただきたい

と思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（竹中  理） わかりました。ご異議な

しと認め、そのように決定しました。 

 それでは、ここで分科会のほうを閉会をいたしま

す。 

午後２時４４分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時４４分 委員会再開 

○委員長（竹中  理） 続いて、委員会を再開しま

す。 

 それでは、同じく委員会意見と要望ということで、

先ほど討論、表決まで行きました、第８８号議案か

ら９３号議案に対する委員会意見・要望として、委

員長報告に付すべき内容について協議いただきた

いと思います。 

 委員の皆さんからの提案について、委員会意見・

要望とすべきか、１つずつ協議を行っていきたいと

思います。 

 ありましたら、よろしくお願いします。 

 ご意見はほとんどなかったように。 

○委員（木谷 敏勝） 松井委員が霊苑のことを言っ

とうなったよな。 

○委員長（竹中  理） 霊苑の件について、何か松

井委員、ちょっと。 

○委員（松井 正志） 入れたいんかな。 

○委員長（竹中  理） 何か思いがあるなら。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後２時４５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時４８分 委員会再開 

○委員長（竹中  理） それでは、委員会を再開し

ます。 

 先ほど、松井委員のほうから、霊苑の件につきま

して、意見・要望のご希望がありましたので、委員

長、副委員長のほうでまとめて付していきたいと思

います。 

 よろしいでしょうか。〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

 よろしくお願いします。 

 そのほかに、何か要望がありましたら。 

○委員（松井 正志） 子ども医療費はいいか。 

○委員（上田 伴子） 子ども医療費、じゃあ、これ

でもいいんですか、今でも言ったら。 

○委員（木谷 敏勝） でも、子ども医療費のは反対

意見で一部ありましたから、それでええんちゃう。

委員会の意見としてはちょっと。認定になっちゃっ

たんだから。 

○委員長（竹中  理） 委員会を暫時休憩します。 

午後２時４９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５０分 委員会再開 

○委員長（竹中  理） 委員会を再開します。 

 ほかに何か意見がありましたらお願いします。 

 それでは、ないようですので、あと済みません、

それでは、あと委員長、副委員長のほうで取りまと

めをさせていただきたいと思いますので、よろしく
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お願いします。 

 それでは、これで本日の審査は全て終了しました。 

 （２）番、その他、次は協議事項２番、その他の

ことにつきまして、委員の皆さんから特に発言はあ

りませんか。特にないでしょうか。 

 事務局も何か特にはいいですか。 

 ないようでしたら、以上をもちまして文教民生委

員会を閉会をいたします。お疲れさまでした。 

午後２時５１分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


